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インターネットは世界中の人が国境を意識せずに自由にコミュニケ

ーションできる“グローバル”なツールだ。しかし、実世界に影響を

及ぼすまでに成長するにつれ、約200か国が存在する実世界の“イ

ンターナショナル”な仕組みとはさまざまなところで不一致を生じ

ている。インターネットは本来、自律分散的なネットワークであるが、

規模の拡大につれて実世界同様、その生みの親であるアメリカの

“一国中心主義的”な所為による不具合も出ている。“グローバル”

であるハズのインターネット環境が、いまいたるところで本来の在

り方から微妙にズレ始めているのだ。だが、そもそも“グローバル”

っていったいなんだろう？　もしかしたら、“本当のグローバル”は

世の中で一般に言われるものとは少し違うものなのではないだろ

うか？　ここでは、これからの21世紀をより豊かにし、よりよいイン

ターネット環境を創る“本当のグローバル”について考えてみた。

特 集

photo : Hiroji Kazuo（P118～P119）
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っくりと、本当にゆっくりと、飛行

機が巨大なビルに吸い込まれてい

く。そこから時間は急激にスピードを上

げ、悲しみ、怒り、祈りの声がメディアを

駆け巡った9月11日。すでに米国同時多

発テロ事件が発生してから３か月以上が経

ち、アフガンでの争いが終わるところまで

悲劇はシナリオを進めている。

この3か月間、事件に関する莫大な数の

情報、映像、そして批評が世界にばらまか

れた。ある人は「イスラム社会対西欧社会、

人類最古にして最後の地域紛争が始まっ

た」と主張し、またある人は「自由な社会

への最大の挑戦だ」と宣言し、そしてまた

ある人は、「グローバリゼーションの時代

が終わった」と語った。

「グローバリゼーションの時代」。グロ

ーバルという言葉を、ある社会、経済シス

テムが世界中に広がって行き、世界の色を

1つにしようという意味だと捉えれば、確

かにそれが不可能だということをあの事件

は見せつけてくれたのかもしれない。

しかし、本当に世界は単色で塗りつぶ

されようとしていたのだろうか。現在、私

たちは、新しい技術で空間、時間を超え

て、自分のアイデンティティーを共有できる

過去、現在の人間と出会い、そこに同じ色

を持った人を発見できる。また、異なる価

値観を持った人間と出会い、対話するこ

とで今までになかった色を生み出すこと

も不可能ではない。そして、地球にさまざ

まな色が散在する。これを「グローバル」

と言ってはいけないのだろうか。

新しい世界の配色を探す旅に出よう。

さまざまな色のある世界が「グローバル」

だと言えることを確信しよう。ここからの

記事は、必ずその旅のガイドマップになる

はずだ。

争いの時代から共存の時代へ　新しいグローバルを探す旅に出よう

ゆ
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ゲルマン語派 

ラテン語派 

インディアン・ 
インディオ諸語 

アメリカ・ 
アジア語族 

ニジェール・ 
コルドファン語族 

ナイル・ 
サハラ諸語 

インド・ 
イラン語派 

オーストロネシア語族 

シナ・チベット語 

日本語 

韓国語・朝鮮語 

スラブ語派 
ウラル語族 

アルタイ諸語 

【白地図】

【言語】

キリスト教 
イスラム教 
仏教.ヒンズー教.儒教 
自然崇拝 
データなし 

非核保有国 
核開発の意図はないが潜在力のある国 
核開発の疑惑国 
核保有国  

【宗教】

【核保有国】

出典：国立民族博物館資料、ほか

出典：宗教世界地図（新潮社）

出典：世界紛争地図（新潮社）

R e m a p  t h e  g l o b e

あなたは「何人ですか？」と聞かれたら、

おそらく「日本人」や「アメリカ人」、「セネガ

ル人」のように、自分の国籍を基準に答え

るだろう。それは、現状では多くの人が、自

分の所属を「国境線で区切られた領域」で

しか表すことができないでいるからだ。

われわれは「人類」であり、「地球人」で

もある。そして、「地球人」という層の下に

は、約200か国ある「（国の名前）人」という

層しかないという考え方が一般的だ。しか

し、本当にそうだろうか。地球人の下には、

「言語」や「文化」に基づいた、もっと複雑

に分類された層があるのではないか。一

度、「国境」という境目を忘れ、白地図に新

たな視点で線を引き、地球の境界線をデ

ザインし直してみよう。

※地図の白色部分はその他の言語
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1千米ドル未満 
1千～5千米ドル 
5千～1万米ドル 
1万米ドル以上 
データなし 

1トン未満 
1～5トン 
5～15トン 
10トン以上 
データなし 

【 1 人あたりの国民総生産（G N P）】 【 1 人あたりの二酸化炭素（C O 2）排出量】

出典：2001年ATLAS（世界銀行） 出典：世界の資源と環境、ほか

1000万人未満 
1000万人～1億人 
1億人～2億人 
2億人以上 
データなし 

5%未満 
5～20%
20～50%
50%以上 
データなし 

【人口】 【インターネット普及率】

出典：世界年間2001（共同通信社） 出典：Nua Internet How Many Online www.nua.ie

1%未満 
1～5%
5～15%
15%以上 
データなし 

1%未満 
1～2%
2～3%
3%以上 
データなし 

【エイズ感染率】 【森林の減少率】

出典：UNAIDS www.unaids.org 出典：世界の資源と環境、ほか
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ローカルアイデンティティー

東京大学大学院 情報学環 教授／CGアーティスト

text : 佐々木真之（編集部）/ photo : Kaizuka Jun-ichi
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現在「いつでもどこでもだれもが」という

いわゆる“ユビキタス”な題目のもと、世界中

にインターネットが普及していますが、それ

だけでは本当に豊かな“真のグローバル”

は実現しません。これからはその上の「魅

力的な電脳空間」をどのように創るかをま

じめに考えなくてはならないと思います。こ

れまで、インターネットは情報を広く自由に集

め、自らも全世界に情報発信できるグロー

バルな仕組みだと言われてきましたが、同

時に表現やコミュニケーションの画一化も

もたらしています。バーチャルな世界で見

たこともない遠くの人と、自らの「野性的な

本能」を満たすコミュニティーを作れますが、

それは同じような趣味嗜好や思考を作る要

因にもなります。アート学校を例に見ても、

いま世界中の若者がみんな同じようなこと

ばかりしています。たとえばバリ島では数十

年前までは目もくらむような超細密画がたく

さんあったのにいまの若者はこれを受け継

ぐパワーがない。世界中のテイストが似て

きて、地球的規模の“家畜化”が起きている

のです。世界中どこに行っても同じ体験し

かできないのではクリエイターにとっては非

常に魅力がない。これからは“強い創造の

遺伝子”をどうやって身につけるかが大事

で、それが弱いと“グローバルな情報”の中

に流されて同化してしまいます。

インターネット時代は国境がないからこそ

生来の「地場の感覚」がすごく重要です。い

まインターネットでは全世界が同じ感覚とい

う前提ですが、実は住んだり育ったりした

環境によって色や味の感じ方は大きく違い

ます。たとえば北国で生まれた人は雪や氷

の色を何百段階にも識別できるような南国

の人より何倍もするどい感覚を持っていま

す。そうした財産が標準という名のもとに画

一化され、各地の「得意技」がある意味、暴

力的に失われているのです。いかにインタ

ーネットが世界的でも一律な見せ方では、

各地各様の“持って生まれた野性の心”に

訴えることはできません。そうした“土地に

根付いたセンス”を増強することが豊かな

21世紀のためには必要です。それには、多

様性を持たせることが大事です。世界中が

同じようなメニューとなって選択肢が狭まる

と、人間本来の狩猟採集的な感動がなくな

ってしまいます。いまこそ地球環境のなかで

もっと地域の特徴を活かした“地魚”的な

感覚が重要になるのです。グローバルだか

らこそ、逆にそこにしかないオリジナリティ

ーを最大の武器にすることが大事で、地球

的規模で地魚的発想をすればインターネッ

ト社会はもっとよくなるでしょう。

そして、電脳環境が豊かな多様性を持つ

ためには、生命体同様に自己組織、自己生

成するような進化を示し、実世界の人間と

高度に反応しあうコミュニケーションが大事

になります。電脳空間そのものがもう1つの

リアリティーとして常に進化し続けることが

“魅力的”であるためには必要なのです。僕

が75年頃にコンピュータをはじめたのは時

間とともに変わる“自己生成できる図形”を

プログラムで作れることにものすごく感動し

たからです。サイバーなコミュニケーション

のなかでも自己生成、時間の経過は大切で、

こうした“進化”がないと単なる虚構で終わ

ってしまう。アートも生命同様、多様なもの

のなかから生き延びていく“新しい種”が全

体を進化させるのです。すべてが画一的だ

と進化は起きず、わずかな変化でも、全部

ダメになってしまう危険があります。全個体

が違えば、環境の変化など、有事の際にも

適合できるものが生き延びられる。

人間は感動し、驚きやすい一方、同じも

のに対しては飽きやすい。いつも、ネット上

に同じものしかなければ、生命力として重

要な感動やクリエイティブな直感力が退化

してしまいます。いま人類自身が生み出し

たテクノロジーの中で本来の五感がどんど

ん退化している。縄文人とかクロマニョン

人のようなとぎすまされた直感的な野性の

感覚が人類の進化を促すのです。僕はそ

れをアートのなかで回復させなければいけ

ないと考えています。

豊かな電脳環境は豊かな地魚があれば

あるほど次の時代に豊かな新しい創造の

芽を生み出します。だからなるべく各者各

様であることが理想的な“進化”を生むた

めには大事なことなのです。（談）

川口洋一郎 [かわぐち・よういちろう]

国際的なCGアーティストとして常に第一線で活躍。グロ

ースモデルという自己増殖アルゴリズムで独自の世界を

創造する。最近ではインタラクティブに反応するジェモー

ション（Gemotion）の考えで、独自のウェアラブルパフォ

ーマンスを展開中。
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text : 西村 章

Turning point of the Internet
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P2Pから始まったインターネット

「インターネットはすべての個を対等な立

場でつないでいく」という言葉は、ごくあた

りまえの事実だが、実際インターネットがこ

こ数年で普及してきた過程は、WWWの

利用形態を想起すればわかるように、サー

バーを主とし、クライアントを従とする巨大

なマスタースレイブモデル的進化だったと

いえる。つまり、インターネットは個をつな

ぐ技術だと言いながらも、それを普及させ

るために前述の言葉とはまったく矛盾し

た、１つの中心に多くの個が従わざるをえ

ない構造をとる必要があったのだ。

しかし、ナップスターなどのファイル共

有サービスが世間を騒がせた2000年頃か

ら、インターネットは本来、個と個がそれぞ

れ対等に、思い思いにつながり、いたると

ころにコミュニティーを作れる接続形態で

あると再認識されつつある。そもそも、イ

ンターネットの前身であるARPAnetは、核

攻撃を想定して、１つの中心地が攻撃され

ても通信経路が滞ることなく、他の地点が

自分で判断し活動できる自律分散型のネ

ットワークを前提として設計されたもので

あるし、TCP/IPもそういうものとして設計

されている。

さらに今、ブロードバンドが普及し常時

接続になることで、また端末＝個が高性能

化することで、端末レベルで膨大な量の情

報処理が可能になっている。それにより、

端末＝個が自分の判断と責任を持ってネ

ットワークを使ったコミュニケーションを管

理することができる時代に移行してきたの

だ。つまりインターネットを爆発的に普及さ

せたサーバークライアント型が、すでに現

在の技術、そしてそれを使う社会のニーズ

と合わなくなり、P2Pというネットワークの

形が注目されてきているとも言える。

分散ネットワークが２大陣営の主戦場

実際、近い将来に、マスタースレイブ型

から、P2Pによる自律分散型ネットワーク

i n t e r n e t
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クライアント クライアント クライアント 

サーバー 

クライアント 

サ ー バ ークライア ント  P 2 P

サーバークライアントでは、 
サーバーを介して通信する。 

P2Pでは、それぞれのコンピュータが 
対等に通信する。 

サーバークライアントとP2P

インターネットの生い立ち
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ウズ以外のPC環境、携帯電話、あるいは

PDAといった機器からの利用も視野に入

れられている。つまり、どこからでも、ど

んな方法でも、好き勝手にアクセスできる

というのだが、この言葉から同時にあるも

のが思い浮かびはしないだろうか。

そう、JavaとJavaVMだ。「Write once,

run anywhere」（一度書けばどの環境で

も走る）「Network is the computer」（ネッ

トワークこそがコンピュータ）というキャッ

チフレーズが示すとおり、「すべてのコンピ

ュータが接続され、その環境に左右され

ずにプログラムが走る」ということこそが

Javaの掲げる思想であり、最大の武器と

もされてきた。

その利点を最大限に活かしたウェブサ

ービスの構想が「SunONE」だ。「SunONE」

は「誰にでも、いつでも、どこにでも、どの

デバイスにでも、情報、データ、およびア

プリケーションを提供できるシステムの開

発や導入を可能にするサンのビジョン、ア

ーキテクチャー、プラットフォーム、専門性

の総称」とされている。つまり、アプリケー

ションサーバーなどのハードウェアから開発

環境、そしてJava技術などを結集して彼

らが「サービスオンデマンド」と言うところ

のウェブサービス環境を提供するわけだ。

結局、サンとマイクロソフトはともに、自

律分散化するネットワークの上で、「ウェブ

「.NET」の一部、ウィンドウズXP
を発表するビル・ゲイツマイクロ
ソフト会長。（ロイター＝共同）

サン・マイクロシステムズの創業者。左から
「ビノッド・コースラ」「ビル・ジョイ」「アンデ
ィ・ベクトルシャイム」「スコット・マクニーリ」。

へインターネットの本質が変わると想定し

た、新たなビジネス構想が世間を騒がすよ

うになっている。マイクロソフトが提唱す

る「.NET」と、サンマイクロシステムズが提

唱する「SunONE」の2大陣営がそれだ。

両者が描く自律分散型ネットワークの未来

像、そしてその上でおこなわれるビジネス

とはどのようなものなのだろう。

マイクロソフトの提唱する「.NET」はネッ

トワーク上に分散して存在するさまざまな

アプリケーションによる「サービス」を、必

要に応じて呼び出し利用する環境を構築

しようというコンセプトを持っている。同

社「.NET」マーケティング部マネージャー

の熊谷恒治氏は「これからは企業はコアビ

ジネスに注力するために、今まで以上にア

ウトソースの必要性が増大する。そのあと

押しをするのがウェブサービスです。日本

で、目に見えるような形で本格的な開発が

始まるのは、おそらく2003年くらいからで

はないでしょうか」と言い、ビジネスが大企

業に集中したスタイルから、多くのコアコ

ンピタンス、つまり得意分野を持った企業

が散在し、相互に協力しあうスタイルにな

ると説明する。そして、そういったビジネ

ス形態を加速させるのがマイクロソフトの

目指すところであるウェブサービスなのだ。

ちなみに熊谷氏の言う2003年の同社の

ロードマップを見ると、「.NET」はウィンド

Strategic turning point of Web
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マイクロソフト

サン・マイクロシステムズ

2001年

クライアントOSの「ウィンド

ウズXP」をリリース。認証サ

ービスの「.NET Passport」、

通知サービスの「.NET Alerts」

を開始。

「 iPlanet Web Server」、

「iPlanet Integration Server」、

「iPlanet Application Server」

をSOAPとXMLに対応させ

る。

2003年

.NETとの統合を強めた「ウィ

ンドウズ“ロングホーン”」をリ

リース。

公開ディレクトリーを通じて、

サービスを動的に検索、実行

できる製品や技術がリリース

される。

2002年

新しいPCの形態の「タブレ

ットPC」をリリース。統合ユー

ザー情報管理「.NET My

Services」をリリース。

UDDIとLibertyに対応した

「iPlanet Directory Server」

をリリース。
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ようというもので、営利非営利を問わずあ

らゆる組織に対して門戸が開放されてい

る。しかし、実際には事実上のマイクロソ

フトに対する共同戦線であるとも見なされ

ている。「Passportは、ユーザーのデータ

をマイクロソフトのデータベースで独占し

ようというものでしょう。これに対してプロ

ジェクトリバティーはもっと自由に戦おうと

いう連合軍で、バンクオブアメリカやノキ

ア、ドコモ、ソニーなど、多くの企業がここ

に参画しています」（Java開発関係者）。

各企業のビジネス戦略はすべて同じ

しかし、「プロジェクトリバティー」に参画

している企業にも、当然ながらさまざまな

思惑がある。

たとえば、PCのOSではウィンドウズを

採用し、ハンディカム製品ではJava技術を

採用しているソニーは「ユビキタスバリュ

ーネットワーク」という独自の構想を持って

いる。「ユビキタスバリューネットワーク」構

想とは、「どんな環境でも場所にとらわれ

ず、情報を発信し、取り出すことができる

ネットワークを形成しようというもの」（ソニ

ー商品技術広報部大曲昌夫氏）で、このネ

ットワークにはBluetoothなどの無線技術

やメモリースティックといったストレージデ

バイスも視野に入っている。もちろん、こ

れはソニーの製品をどうやって売るかとい

う構想だが、言葉だけを聞けば、インター

ネットやコンピュータという枠を越えた世

界観の提示ともいえなくはない。

ここまで見てくると、「.NET」、「SunONE」、

あるいはソニーのように独自のネットワー

ク構想を持つ企業群はみな、結局のとこ

ろ、自律分散型社会でのビジネスについ

て、それぞれアプローチの方法は異なる

が、描いているビジョンそのものの姿には

さほど違いはないように思える。

その理由は、各企業の認識が、インター

ネットが巨大なマスタースレイブ型ネットワ

ークから、P2Pによる自律分散型ネットワ

ークに意味の中心を移行させていくこと

で、そのネットワークの上に乗る社会が

「世界に散在したコミュニティーが緩やか

につながる」という形に変化し、そこで必

要とされるサービスも自ずと決まってくる

というところで一致しているからではない

だろうか。

もし、生き残るために社会に必要なサ

ービス、商品に敏感になっている各企業

が、未来の社会を「自律分散型ネットワー

クによる緩やかなつながりのある形」だと

捉えているとしたら、世界中の個人が好き

な場所、好きな時間に、誰とでも対等なコ

ミュニケーションをすることができるグロ

ーバルな世界は、すぐそこまで来ているの

かもしれない。

サービスの標準環境はわれわれが提供し

ます」と、言葉こそ違えただ同じことを言

っているにすぎない。

しかし、「プラットフォームベンダーの義

務として、相互にちゃんとつながることは

保証できないといけない。そのうえで、ど

ちらが効率的か、開発環境として優れてい

るか、という勝負になるのだと思います」

とマイクロソフト熊谷氏が言うように両陣

営にとってはウェブサービスの覇権を賭け

た勝負ではあるものの、ユーザーには二

者択一を迫るものではない。

ただ、「ユーザー」という言葉は、アプリ

ケーションサービスの利用者（エンドユー

ザー）だけを指すとは限らない。それが開

発製品を購入する企業や開発者たちを意

味する場合には、相変わらず旧来のような

二者択一が待っている。ここにおいては、

両者とも「われわれのほうが開発環境とし

て優れている」という姿勢を崩さない。

マイクロソフトは、ＶＢ以上の平易な開発

環境を売り文句に顧客を獲得しようとして

いるし、サン側は「.NET」で個人情報管理

や認証を行なう「Passport」が情報の囲い

込みであるとして「プロジェクトリバティー」

（Liberty Alliance Project）なる陣営を組

織している。「プロジェクトリバティー」は、

インターネットを利用する経済活動に関し

てオープンで開かれた認証環境を保持し

「.NET」と「SUNONE」のロードマップ
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生活のあらゆる場面をネットワークが覆

いつくし、個人の思想や言語、私生活にい

たるまでが、人工知能「ビッグ・ブラザー」

によって管理される…。ジョージ・オーウェ

ルのSF小説「1984年」に登場する、全体主

義国家「オセアニア国」の姿だ。

SFやマンガの世界ではたびたび、世界

中がネットワークで結ばれた未来の姿が描

かれてきたが、その光景はいつも全体主義

的な、悲観的なものだった。しかし、幸い

にしてこうした光景は2002年の現実社会

とは重なっていない。インターネットによっ

て世界はネットワークにつながったが、む

しろ世界はさらに多様性に満ちてきている

とすら言えるのではないだろうか。

たとえば映画を例にしてみると、いまで

もハリウッド映画は世界中に進出しており、

アメリカ文化が世界を覆い尽くそうとして

いると見る向きもあるだろう。しかし、当

のアメリカ国内ではどうだろうか。「イル・ポ

スティーノ」「ニュー・シネマ・パラダイス」と

いったイタリア映画、日本の「Shall we ダ

ンス？」をアメリカでヒットさせたのは、ディ

ズニー傘下のミラマックスという会社だ。そ

ういえば「もののけ姫」の全米公開もこの

会社が担当したが、残念ながら日本ほどは

ヒットしなかった。同時期に同じ日本のア

ニメ映画「ポケットモンスター」が大ヒット

したためだ。

インターネットはメールやウェブのための

インフラから、音楽や映像のインフラへと

移行しようとしている真っ最中だ。こうし

たインフラを得ることで、文化はさらに世

界中に広がっていくことになる。これを文

化侵略であると深刻に受け止める向きも

あるだろう。しかし、たとえばお隣の韓国

が日本文化を段階的に開放しているよう

に、こうした流れを止めることは誰にもで

きないはずだ。

「1984年」
思想や私生活までが、ネットワーク上の人工知能に
支配された世界を描く。ディストピア（反ユートピア）
小説の代表的作品。
著者：ジョージ・オーウェル
出版社：早川書房
価格：760円＋税

「火の鳥未来編」
ご存知手塚治虫の代表作。物語の冒頭部、人工頭
脳によって管理された未来都市、核戦争後の世界の
描写に注目。
著者：手塚治虫
出版社：角川書店
価格：540円＋税

「地球幼年期の終わり」
飛来した異星人の指導により、人類は戦争の回避
と世界政府樹立を達成する。しかし異星人の真の

目的は…。SFの古典的名作。
著者：アーサー・C・クラーク
出版社：創元推理文庫

価格：540円＋税

「沈黙の艦隊」
原潜「やまと」が独立国家を宣言し、世界は統一政
府樹立に向けて動き出す。連載中も大反響を呼ん

だ軍事シミュレーション。
著者：かわぐちかいじ

出版社：講談社
価格：980円＋税

text : 三柳英樹（編集部） 協力: 今泉 洋

©かわぐちかいじ / 講談社
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もちろん、どの国にとっても自国文化は

大切だ。しかし、そうした伝統的な文化は

さておき、映画や音楽、マンガにアニメと

いった「ポップカルチャー」はやすやすと国

境を越え、世界中にネットワークを広げて

いる。これまでは、こうしたポップカルチャ

ーもアメリカから世界へと広がっていくば

かりの一方通行だったが、すでに状況は変

わりはじめている。

世界各国に数千人ずつしかマーケットが

ないようなジャンルの音楽や、一部の熱狂

的なファンだけを対象としたいわゆるカル

ト映画のように、世界中のマニアを対象と

するようなジャンルのカルチャーの存在が、

それを端的に表している。インターネット

が日本でも流行りだしたころ、しきりに話

題となった海外にある日本アニメのファン

サイトは、ポップカルチャーとインターネット

が結びついて世界中に広がっていく、グロ

ーバル時代のカルチャーの姿そのもので

あったのだ。しかも、インターネットが単な

るファンどうしのコミュニケーションのため

の道具から、作品そのものが流通するイン

フラへと変わっていけば、さらにこうした

流れは加速していくだろう。

もちろん、いまでも世界には、言葉、宗

教、貧富の差、地域格差といったさまざま

な壁は存在している。世界が1つのネット

ワークにつながることで、新たな問題や軋

轢も生まれるだろう。しかし、そうしたさ

まざまな問題を横目に、ポップカルチャー

はインターネットという道具を手に、今日も

こうした壁を軽々と飛び越えている。そこ

にこそ、「グローバル」という言葉の持つ、

ある種の重みを取り払うキーワードが隠さ

れているのではないだろうか。

「プラネテス」
宇宙ゴミ回収を仕事とする主人公、リアリズムあふ
れる宇宙空間の描写は圧巻。現在コミックモーニン
グに不定期連載中。
著者：幸村誠
出版社：講談社
価格：648円＋税

「ニューヨークデイドリーム」
留学中の韓国人監督の手による、日本人が主演す
るアメリカ映画。金城武のハリウッド進出第1作。
監督：チン・ウォンスク
出演：金城武、ミラ・ソルヴィーノ
DVD販売元：アミューズビデオ
価格：4,800円＋税

「スターシップ・トゥルーパーズ」
軍国主義的、全体主義的な傾向が強い原作を、む

しろそれを笑いの対象として映画化。
監督：パール・バーホーベン

出演：キャスパー・ヴァン・ディーン
DVD販売元：パイオニアLDC

価格：4,700円＋税

「カウボーイビバップ」
1998年放映のテレビアニメ。舞台となる、香港と南米
と中東をミックスしたような宇宙都市の描写が白眉。

監督：渡辺信一郎
製作：サンライズ

DVD販売元：バンダイビジュアル
価格：6,800円＋税
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スピリチャルコミュニケーション

重要無形文化財総合認定保持者／能楽囃子方大倉流大鼓

text : 河内純也（編集部）/ photo : Kaizuka Jun-ichi
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僕はいろいろな国、地域の人と競演す

ることがあるのですが、日本文化を世界に

広めるという意識で、世界中の人たちとセ

ッションしているわけではありません。確

かに僕が携わっている「能」という表現は、

ユネスコが世界無形文化財の第１号に認

定したほどの“日本固有の伝統文化”です

が、その伝統文化を構成している鼓、そし

てそれを“打つ”というシンプルな行為や表

現は、たとえばアフリカのパーカッションな

どを打ち込む表現となんら変わりがない

のです。つまり“打つ”という行為は、人間

の原初の表現なので、洋の東西を問わず

世界に散在しているわけです。僕が世界

のいろいろな地域の人たちとセッションす

るのは、人間のスピリチャルな行為である

“打つ”という表現を世界中の人たちと共

有できるからなのです。こういう形でセッ

ションを繰り返していると、国家の概念と

いうのはなんぞやという疑問が湧いてきま

すね。もともと、世界中の人が持っていた

スピリットや表現を、たかが1000年くらい

の短いスパンで区切って、「これは日本国

家独特の文化だ！」と言っているわけです

から。

「能」にしても、日本独特の文化とはっき

り言うことはできないと思います。という

のも、原始の表現から枝分かれして、たま

たま日本で「能」という形に変容しただけ

とも言えるからです。たとえば、アフリカ

のパーカショニストとセッションをしたとし

ます。僕はそこに人間の根源にあるスピ

リチャルなものを感じるのです。そのとき、

「僕らはそれぞれ分かれた土地で文化を育

ててきたけれども、お前もまだそのスピリ

ットをなくしていないんだな。俺も持って

いるんだぜ」といったコミュニケーションが

できるのです。

原初から枝分かれした文化が、スピリチ

ャルなところで共感して再び出会う。そし

て、お互いが新しい何かを得ることができ

る。だから、世界中の人とのセッションは

おもしろいのです。

さらに言えば、そういった原初のスピリ

ットを持っている表現は、たとえば「能」も

ネイティブアメリカンの音楽もすべて“鎮魂”

という意味を内在させています。「能」のテ

ーマは常に“鎮魂”であり、登場人物はす

べて亡霊なのです。その亡霊を呼び寄せ

て、舞台上で生きていた当時のことを再現

してもらう。その舞台を観客に観てもらう

ことで、亡霊は慰められるし、われわれも

「彼らのようなつらい思いは、われわれの

代や子孫にはさせまい」と“気付き”をもら

うことができるのです。

これは、人の霊を鎮めるだけでなく、木

や草といった自然の霊を鎮めるといった形

にもなります。たとえばネイティブアメリカ

ンは先祖の知恵を大事にして、木を一本

切るにしても祈りをささげ、木と対話して

切るという文化を持っている。これはやは

り“鎮魂”の思想で、「能」の表現している

ものと共通の価値観ですね。

しかし、現在の社会は、この「木を一本

切るにしても祈りをささげる」という価値

観をほとんど忘れてしまっています。大量

生産大量消費の中で、おごれるものをい

つまでも久しくしようという思想の中で動

いている。僕が、「能」の世界に足を踏み

入れたのも、若い人がみんな、先祖の知

恵などを生かし、「木を切るにしても祈り

をささげる」という価値観のある職人的な

職業を離れ、もっと手っ取り早く稼げる仕

事についていることに違和感を覚えたか

らなのです。

僕の鼓の音を聞いて、原初のスピリチャ

ルなところで共感する人々が集まってくる。

その人たちとのセッションを聴いた観客

が、おごれるものを久しくしようとする現

在の大量生産大量消費の世界の歪みに気

付いて、先祖の知恵を活かす方法や“鎮

魂”というような価値観が大事だと思うよう

になってくれる。そういう流れを作り出し

たいですね。僕の舞台はマスメディアに比

べて、ミニメディアだから、そんなに一気に

広がらないとは思うけど、みんなが徐々に

「おごれるものは久しからず」なんだとい

うことに気付き、資本主義の悪い面である

大量生産大量消費的価値観も変わってくる

といいですね。

大倉正之助 [おおくら・しょうのすけ]

15世宗家故大倉長十郎の長男。日本能楽会会員・重要

無形文化財総合認定保持者。若い頃よりオートバイの

ライダーとしても有名。
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飲食店などで、利用客に無線LANによ

るインターネット接続サービスを提供する、

いわゆるホットスポットと呼ばれる形のサ

ービスが急速に普及しようとしている。こ

れは、たとえば喫茶店にADSLを引き、無

線LANのアクセスポイントを設置すること

で、利用客に自由にインフラとして利用し

てもらう形のサービスのことである。

この動きが日本で活発になってきたのは

2001年後半からだが、これはADSLの普及

と密接な関係がある。もちろん、ADSLに

よって最高で8Mbpsもの高速回線が月額

3,000円程度で利用できるようになったた

め、コスト面からもこうしたサービスが安価

に提供できるようになったのが主要因だが、

そのほかにも、ユーザーの速度に対するニ

ーズが高まってきている点も見逃せない。

これまでは、会社は高速な専用線接続、

自宅は64kbps程度のダイアルアップという

のが日本の一般的なユーザーの環境だっ

たが、ADSLによって自宅も高速化されて

きている。そうなると取り残されたのが、

PHSや携帯電話の64kbps程度でしか接続

できないモバイル環境だ。以前であれば会

社のメールを読むだけでも精一杯だった

のが、ADSLによって自宅と会社でファイ

ルをやりとりするといったことも一般的に

なりつつある。そうなると、あとはモバイ

ルでも高速に通信ができれば、どこでも仕

事ができる環境が手に入るというわけだ。

こうした点もあって、無線ホットスポットサ

ービスは、まずはビジネスユースを中心に

text : 竹村 譲、中林千春（日本アイ・ビー・エム） photo : Tsushima Takao
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高いニーズがあるものと考えられる。

無線ホットスポットを提供することをビジ

ネスとして考えると、必ず問題になるのがど

のようにして課金するかという点だ。しかし、

現状ではこうしたサービスに課金するのは

あまり現実的ではない。そもそもADSLに

よってインフラの料金は3,000円程度まで下

がっており、この価格であれば飲食代など

に上乗せするよりも、無線サービスによる集

客効果のほうに期待すべきだろう。

ただし、たとえば全国に展開しているチ

ェーン店などでは、全店舗で使えるという

点をバリューとして有料でサービスを提供

することも可能だろう。アメリカでは、すで

にこうしたサービスを提供する専門のプロ

バイダーが登場しており、たとえばMobile

Star社は全米のスターバックスコーヒーに

無線サービスを展開している。MobileStar

社はテロの余波もあって2001年10月に会

社の売却を発表したものの、こうしたプロ

バイダーと飲食チェーンの提携は現在も急

速に進んでいる。もちろん、日本でもこうし

た動きはこれから活発になってくるはずだ。

その一方で、一般家庭の個人ユーザー

がボランティア的に無線LANを提供する

という動きも予想される。このアイディアは

MITのニコラス・ネグロポンテ教授なども

提案しているが、ADSLのように固定料金

でバックボーンを利用しているのであれ

ば、自分が使っていない時間は公衆アクセ

スポイントとして提供してもいいのではな

いかという考え方だ。無線LANは免許が

不要なので、これまでのように通信事業者

の都合に縛られることなく、誰もがこうし

たサービスを提供できる。たとえばアクセ

ス網が未発達な国などでは、こうした活動

には大きな可能性があるだろう。

もちろん、勝手に使われるのは困るとい

うユーザーもいるだろうから、たとえば

annonymous FTPのように、ESS-ID（ア

クセスポイントを識別する文字列）が

「000000」の場合には、公衆アクセスポイン

トであるといったコンセンサスを取る必要

もあるだろう。しかし、こうした動きが活発

になれば、まさに草の根的なインフラが誕

生することになっていくことが期待できる。

どこでもネットワークに接続できる、いわ

ゆるユビキタスネットワークの世界は、これ

までは携帯電話会社が唱えていた未来で

しかなかった。そこに免許不要という協力

な武器を持ってやってきた無線LANホッ

トスポットは、今後も有料無料を問わず世

界規模で大きな流れになっていくことだけ

は間違いないだろう。

無線LAN 
アクセスポイント 
＆ADSLモデム 
 

・配線不要、ADSLの普及によりランニングコストも低い 
・セキュリティーをどのようにして高めるかが今後の課題 
・無料で利用客増に期待するか、チェーン展開で有料とするか 
 

個人がボランティア的に 
アクセスポイントを提供 

通信事業者が道路沿いの電柱などに「面」で展開 
 

W i r e l e s s  L A N

m a k e s  

U b i q u i t o u s  

W o r l d

飲食店を中心に広がる無線ホットスポット 無線アクセスの将来像
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●新宿 
モスバーガー 新宿西口店 
京王プラザホテル 
センチュリーハイアット東京 
ブレンズコーヒー 新宿3丁目 

●高円寺 
ミニストップ 高円寺南2丁目店 

●高井戸 
ミニストップ 高井戸東3丁目店 

●品川 
品川プリンスホテル 

●三軒茶屋 
三軒茶屋 1、2丁目 
太子堂 2、4丁目 

 

●青山 
ブレンズコーヒー 青山花茂店 

●麹町 
モスバーガー 麹町店 

●市ヶ谷 
モスバーガー 市ヶ谷田町店 

●飯田橋 
モスバーガー 神楽坂下店 

●茅場町 
モスバーガー 茅場町店 

●渋谷 
モスバーガー 渋谷道玄坂店 

●三田 
モスバーガー 慶応三田店 

●大門 
モスバーガー 芝大門店 

●銀座 
モスバーガー 銀座6丁目店　 

●神田 
モスバーガー 神田北口店　 

●丸の内 
東京駅　 

●目黒 
モスバーガー 目黒3丁目店 

●五反田 
モスバーガー 五反田東口店 

●秋葉原 
喫茶 東洋 
PRONTO リナックスカフェ秋葉原店 
ラブロス 

●荒川 
ミニストップ 荒川1丁目店 

●小川町 
ミニストップ 神田錦町1丁目店 

●門前仲町 
モスバーガー 門前仲町店 

山手線 

●日本橋 
上新電機J＆Pテクノランド 
NTT西日本 サイバーサテライトワールド日本橋 ●難波 

ロッテリア 戎橋店 
南海サウスタワーホテル大阪 

●心斎橋 
ロッテリア クリスタ長堀店 
ロッテリア 心斎橋店 
kinko's 心斎橋店 
喫茶館英國屋 

●梅田 
阪急ターミナルビル ロビー 
阪急三番街 
ホテル阪急インターナショナル 
新阪急ホテル 
ロッテリア ディアモール大阪店  
NTT西日本 サイバーサテライトワールド梅田 
kinko's 東梅田店 
kinko's 堂島店 
ハービスOSAKA 
大日本印刷DDD  

大阪環状線 
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【東京】

【大阪】

●成田空港 
JAL国際ラウンジ 

●関西国際空港 
旅客ターミナルビル2F

●福岡 
天神IMS

【その他】

2001年12月の段階では、無線LANホットスポットのほとんどは東京と大阪に集中しているのが

現状で、しかもそのほとんどはあくまでも実験サービスとして提供されている。しかし、編集部で実

際に訪れてみた店舗ではいずれも集客効果があったと語っており、導入コストも安いことを考え

ると、今後はこうしたサービスが爆発的に普及する可能は高いと言える。

無線LANホットスポットガイド
W i r e l e s s  L A N  m a k e s  U b i q u i t o u s  W o r l d
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【東京】

【大阪】

【その他】

地域 名称 住所 利用申し込み先

青山 ブレンズコーヒー青山花茂店 東京都港区北青山3-12-9 花茂ビル2F www.blenz-japan.com ハイファイブ

秋葉原 喫茶東洋 東京都千代田区外神田4-4-2 なし 不要

PRONTOリナックスカフェ秋葉原店 東京都千代田区外神田3-13-2リナックスビル1F www.linux-cafe.co.jp 不要

ラブロス 東京都千代田区神田相生町JR高架下 www.labros.co.jp MIS

荒川 ミニストッププラザ24荒川1丁目店 東京都荒川区荒川1-18-14 www.ministop.co.jp ハイファイブ

飯田橋 モスバーガー神楽坂下店 東京都新宿区神楽坂1-10-1 www.mos.co.jp ハイファイブ

市ヶ谷 モスバーガー市ヶ谷田町店 東京都新宿区市谷田町1-1 www.mos.co.jp ハイファイブ

小川町 ミニストッププラザ24神田錦町1丁目店 東京都千代田区神田錦町1-1 www.ministop.co.jp ハイファイブ

茅場町 モスバーガー茅場町店 東京都中央区日本橋茅場町2-2-11 www.mos.co.jp ハイファイブ

神田 モスバーガー神田北口店 東京都千代田区内神田3-22-7 www.mos.co.jp ハイファイブ

銀座 モスバーガー銀座六丁目店 東京都中央区銀座6-2-10 合同ビル1F www.mos.co.jp ハイファイブ

高円寺 ミニストップ高円寺南2丁目店 東京都杉並区高円寺南2-14-13 www.ministop.co.jp ハイファイブ

麹町 モスバーガー麹町店 東京都千代田区麹町4-3 紅谷ビル www.mos.co.jp ハイファイブ

五反田 モスバーガー五反田東口店 東京都品川区東五反田1-13-8 www.mos.co.jp ハイファイブ

三軒茶屋 三軒茶屋実証実験エリア 東京都世田谷区三軒茶屋1～2丁目、太子堂2～4丁目 www.miserv.net MIS

新宿 京王プラザホテル 3Fラウンジ 東京都新宿区西新宿2-2-1 www.keioplaza.co.jp 不要

センチュリーハイアット東京 1Fカフェ、2Fロビー 東京都新宿区西新宿2-7-2 www.centuryhyatt.co.jp MIS

ブレンズコーヒー新宿三丁目店 東京都新宿区新宿3丁目15-16 椿ビル www.blenz-japan.com ハイファイブ

モスバーガー新宿西口店 東京都新宿区西新宿7-1-8 www.mos.co.jp ハイファイブ

品川 プリンスホテル品川プリンスホテル 東京都港区高輪4-10-30 www.princehotels.co.jp ハイファイブ

渋谷 モスバーガー渋谷道玄坂店 東京都渋谷区道玄坂2-29-2 www.mos.co.jp ハイファイブ

大門 モスバーガー芝大門店 東京都港区芝大門 1-15-7 www.mos.co.jp ハイファイブ

高井戸 ミニストップ高井戸東3丁目店 東京都杉並区高井戸東3-28-26 www.ministop.co.jp ハイファイブ

丸の内 東京駅丸の内地下北口、メディアコート（改札内） 東京都千代田区丸の内1-9-1 www.jreast.co.jp/musenlan/ 日本テレコム

三田 モスバーガー慶応三田店 東京都港区芝5-14-15 www.mos.co.jp ハイファイブ

目黒 モスバーガー目黒三丁目店 東京都目黒区目黒3-9-3 www.mos.co.jp ハイファイブ

門前仲町 モスバーガー門前仲町店 東京都江東区門前仲町1-20-3 www.mos.co.jp ハイファイブ

【申し込み先】●MIS www.miserv.net ●日本テレコム www.jreast.co.jp/musenlan/ ●ハイファイブ www.hifibe.net

地域 名称 住所 利用申し込み先

梅田 阪急ターミナルビルロビー 大阪市北区芝田1-1-4 www.hankyu.co.jp NTT西日本

阪急三番街南館B2 大阪市北区芝田1-1-3 www.h-sanbangai.com NTT西日本

ホテル阪急インターナショナル 大阪市北区茶屋町19-19 www.hhi.co.jp NTT西日本

新阪急ホテル 1F 大阪市北区芝田1-1-35 hotel.newhankyu.co.jp NTT西日本

ロッテリアディアモール大阪店 大阪市北区梅田1 大阪駅前ダイヤモンド地下街 www.lotteria.co.jp NTT西日本

NTT西日本サイバーサテライトワールド梅田 大阪市北区梅田1 大阪駅前ダイヤモンド地下街 www.ntt-west.co.jp/spot/ NTT西日本

kinko's 東梅田店 大阪市北区堂山町2-1 www.kinkos.co.jp NTT西日本

kinko's 堂島店 大阪市北区堂島浜1-1-8 www.kinkos.co.jp NTT西日本

ハービスOSAKA B2FハービスHALL 大阪市北区梅田2-5-25 www.herbis-osaka.com NTT西日本

大日本印刷DDDマルチメディアスタジオ 大阪市北区堂島浜2-2-28堂島アクシスビル www.dnp.co.jp/gallery/contents.html NTT西日本

心斎橋 ロッテリアクリスタ長堀店 大阪市中央区南船場4 長堀地下街7号 www.lotteria.co.jp NTT西日本

ロッテリア心斎橋店 大阪市中央区心斎橋1-3-18 www.lotteria.co.jp NTT西日本

kinko's 心斎橋店 大阪市中央区南船場4-1-9 www.kinkos.co.jp NTT西日本

喫茶館英國屋心斎橋店 大阪市中央区心斎橋筋2-1-31 gnavi.joy.ne.jp/eikokuya/ NTT西日本

日本橋 上新電機J＆Pテクノランド 大阪市浪速区日本橋5-6-7 www.joshin.co.jp NTT西日本

NTT西日本サイバーサテライトワールド日本橋 大阪市浪速区日本橋5-8-21 www.ntt-west.co.jp/spot/ NTT西日本

難波 ロッテリア戎橋店 大阪市中央区道頓堀1-10-1 www.lotteria.co.jp NTT西日本

南海サウスタワーホテル大阪 6Fメインラウンジ 大阪市中央区難波5-1-60 www.southtower.co.jp NTT西日本

【申し込み先】●NTT西日本「フレッツ・スポットアクセス」 www.ntt-west.co.jp/spot/

地域 名称 住所 利用申し込み先

成田空港 第2ターミナルビル JALサクララウンジ 千葉県成田市成田空港第2ターミナルビル www.jal.co.jp 不要

関西国際空港 旅客ターミナルビル2F 大阪府泉佐野市泉州空港旅客ターミナルビル www.kansai-airport.or.jp NTT西日本

福岡 天神IMS 福岡県福岡市中央区天神1-7-11 www.ims.co.jp MIS

【申し込み先】●MIS www.miserv.net ●NTT西日本「フレッツ・スポットアクセス」 www.ntt-west.co.jp/spot/
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資本主義から距離を置く地域通貨

現在、日本各地のコミュニティーに広がっ

ている「地域通貨」。あるコミュニティーの

中だけで流通するこの通貨は、資本主義社

会ではカネに換算することが難しい「思い

やり」や「ボランティア精神」などに価値を

付与するという点で注目されている。

東京都多摩ニュータウン近郊でやり取り

されている地域通貨「COMO」を例にとっ

てみよう。この地域通貨は新規参入者たち

が寄り集まったニュータウン地区で「犬の

散歩お願い」「水道のパッキン交換できな

い？」などとメーリングリストを通じてサー

ビスを求め、受けたサービスのお礼として

COMOを手渡しする仕組みだ。COMO運

営協議会の松原和男氏はこの仕組みにつ

いて「COMOを流通させるときには直接会

ってやり取りをするわけですから、地域の

つながりは密になりますね」と述べ、地域

通貨がコミュニティー内のつながりを強く

していると強調する。しかし、松原氏はま

た「コミュニティー内のつながりを強くする

COMOですが大きく世界にまで広がって

いくことはない」とも述べる。

人と人とをつなげるはずの地域通貨が、

まさにその名のとおり「地域」という、狭い

範囲のなかだけの流通に留まるのはどう

してだろうか。それは、直接会える範囲に

コミュニティーを限定することで、メンバー

同士の不信感をなくすためだ。値段の付

かない価値をやり取りするためには、密な

関係を築き不信感を取り除くという大前提

が必要なのだが、対面していない人間と

のやり取りにはどうしても不信がつきまと

う。だから地域通貨は流通する範囲を限

定せざるをえないのだ。

これまでも、匿名のネット空間でモノと

カネとのやり取りをする際、「信用」が問題

となってきた。たとえばネットオークション。

ご存じのように、匿名の出品者が世界中か

ら集い、モノの値段が当事者の価値観に

基づいて決定されるこの形式はインターネ

ット上で大きく花開いた。しかし、いざ商

品をやり取りする際に、個人情報を信頼

できない他人に明かす不安などがハード

ルとなっていた。そのため多くのオークシ

ョンサイトは出品者にも、身元をはっきり

させる情報を開示させ、誰でも参加でき

る形態からある程度クローズドな形態に

しようとしているのが現状だ。

地域通貨を流通させるコミュニティーも、

同じ方法で「信用」の問題をクリアしようと

している。つまり、顔の見える範囲にしか

通貨を流通させないことで、地域通貨は信

用を獲得する。逆にいえば、地域通貨を流

通させることでコミュニティー内に信頼を

生み出し、つながりを強くするともいえる。

しかし、だからこそ匿名性のあるドルや円

といった貨幣に基づく資本主義経済圏と

は距離を置き、まったく関わらないように

しようという態度を崩すことができないと

いうのが現状だ。

資本主義を変容させるパワー

現在、地域通貨を導入しているコミュニ

ティーの数は徐々に増え続けており、今後

“通貨”が地域に分散化していくようにも見

える。しかし、一方で、それとは逆に資本

主義経済と積極的にかかわっていこうとす

る地域通貨も存在している。

その地域通貨とは、東京都渋谷区で地

域通貨『r』を流通させるアースデイマネー

プロジェクトだ。プロジェクトの代表である

池田正昭氏は「『r』が携帯でやり取りでき

るようになれば最高ですね。地域通貨の流

通は200人が限度と言われているのです

が、これは携帯のアドレス帳に登録できる

友だちの数とちょうど同じくらいの数です

から」と、200人程度の狭い経済圏を目指し

ながらも「『r』のような地域通貨を使う200

人程度の地域が世界に数多くでき、資本主

義経済と渡り合いジワジワとその質を変え

ていけばいいですね」とも語ってくれた。

具体的には、「まだ夢の段階」（池田氏）と前

置きしながらも、渋谷のゴミ拾いなどで獲

得した『r』を、渋谷のカフェで使い、カフェ

は地元の酒屋から『r』を使ってお酒を買

う。さらに酒屋はビール会社などの大企業

に『r』を渡す。ビール会社はホップ輸入に

『r』を使い、そして現地のホップ生産者に

たまった『r』を引き取る時に、ドルや円と

交換するのではない仕組みができる。そ

して『r』以外にもこのような動きをする地

域通貨が数多く出てくれば、資本主義経済

の質を少しずつ変えることができるのでは

ないかという考えを展開している。つまり、

資本主義の流通経路を逆手にとって、そこ

にボランティアで獲得された「善意」という

意味のつく「きれいなお金」を流しこむの

が『r』の戦略だ。

もし、『ｒ』が目指す夢が実現すれば、地

域通貨はただ資本主義から距離を置くだ

けでなく、通貨危機などでほころびを見せ

つつある資本主義経済を救う大きなパワ

ーになるかもしれない。

text : 中島絵里
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 +GLOBAL[BUSINESS]

f o c u s  o n R E G I O N A L

U N I Q U E

P E A C E

「クリン」
地域貨幣として、世界最大規模の流通量を誇る「クリン」。

7歳から90歳まで幅広い年代層が参加。商店は58店舗

が協力している。エコマーク商品購入や買い物袋持参、

包装を簡略化することでエコポイント配布といった試み

も行っている。（編集部註：P254参照）

「夢たまご」
シニア支援や異世代交流が目的。現在第２次流通実験

中。山のぼりや畑起こしなど、児童の体験学習プログラ

ムにも注力。提携の喫茶店で１夢たまごで100円引きの

サービスや、夢たまご多用メンバーへの表彰制度もある。

「りば」
兵庫県加古川市内全域を対象に、現在第一次流通実験

中だ。障害者への買い物同伴や環境、社会教育関連の

ボランティア活動をすることでポイントを受けられる。10

ポイント貯まれば、「1000りば」に交換される仕組みが特

徴的だ。

「ピーナッツ」
ボランティアや地域の生産者支援を行うことで「ピーナッ

ツ」を得られる。それを地域の商店で利用すると割引購

入ができる。交換内容をリストに記載したら「アミーゴ！」

と声をかけ合うのがルール。

「福」
大福、中福、小福の３種類の紙幣からなる「福」。貨幣や

り取りの記録は「福ふく帳」と呼ばれるリストに記される。

2001年9月30日に第1次実験が終了、現在第２回を準

備中。女性の参加が多く、生活や趣味などに関するサー

ビスが特徴。

「EGG」
珍しいコイン型のエコマネー「EGG」。2001年2月から永

続的に導入されている。40代50代の商店街店主たちが

中心となって活動。やり取りされているサービスも、店番

や両替など商店業務に関連するものが主。

「エコメディア優」
高知商業高校とはりまや橋商店街の間で行われる。通

貨は存在せずサービスを通帳に記載する方式。高校の

生徒が商店街の業務を手伝い、割引やおまけのサービ

スを受ける。特別講習やギター講習など、生徒と先生間

でもやり取りされた。

「レインボーリング」
人とNPOと商店をつなぐ掛け橋とされる「レインボーリン

グ」。NPOへの金銭的支援システムを敷いている。「ハー

トマネー安曇野リング」や「レッツチタ」といった他地域の

通貨とも提携し、互換性があるのも特徴だ。

「い～な」
伊那市山寺区八幡町で試みられている「い～な」。現在

第２回流通実験が行われている。小規模な村落内に限

定し、密で信頼の置けるやり取りが行われている。今後、

市内100以上の地域コミュニティーの連携を目指す。

「ZUKA」
ボランティア活動を通じて得た「ZUKA」で、元阪神タイ

ガース中村監督のエコマネー野球教室に参加できるな

ど、イベントも活発に行なわれている。ダイエーと提携し、

障害者の買い物に同伴、介助することでZUKAを受け取

る仕組みも導入。

「おうみ」
「おうみ」は「日本でいちばん成功している地域通貨」と呼

ばれる。現在行われている「びわこずちプロジェクト」は

「びわこずち」という小さな陶器片を地域通貨として流通

させる計画。通貨を自分で作れる点が画期的。

「Ｑ」
Winds_qというシステムを下敷きに、オンライン上でやり

取りされる地域通貨。旧来の国民通貨に変わる「新しい

通貨形態」が目指されている。「Ｑ」創出の母体は、柄谷行

人氏ら有識者と学生によって構成されるNAM。

日本全国津々浦々　地域通貨マップ

「クリン」 
北海道栗山町 

団体名：くりやまエコマネー研究会 
参加者数：560名 
� www.mskk.gr.jp/ecomoney

「い～な」 
長野県伊那市 

団体名：伊那市エコマネー研究会 
参加者数：67名 

「りば」 
兵庫県加古川市 

団体名：加古川エコマネー実験研究会 
� www.kisoutengai.net/ekomane/ 
 

「Ｑ」 
オンライン 

団体名：Ｑ管理運営委員会 
 www.q-project.org/

「レインボーリング」 
オンライン 

団体名：ＬＥＴＳ普及実行委員会 
 www.rainbow-ring.net/

「福」 
団体名：川崎区エコマネー研究会 
参加人数：約80名 

「EGG」 
静岡県清水市 

団体名：清水駅前銀座商店街振興組合 
参加人数：31名 

「エコメディア優」 
高知県高知市 

団体名：高知TMO 
� www.cciweb.or.jp/kochi/tmo/

「ZUKA」 
兵庫県宝塚市 

団体名：宝塚エコマネー実験運営委員会 
参加人数： 
 www.kansai.ne.jp/zukanpo/

「夢たまご」 
富山県全域 

団体名：富山社会人大楽塾 
参加人数：78名 
� www.syakaijin.com

「おうみ」 
滋賀県草津市 

地域通貨おうみ委員会 
 www.kaikaku21.com/ohmi/

「ピーナッツ」 
千葉県 

団体名：千葉まちづくりサポートセンター 
 www.seaple-n.icc.ne.jp/~�
� murayama/letspeanuts.html

川崎市川崎区 

※参加者数は2001年12月現在 
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text:長野弘子
photo:Tokiwa Takehiko
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多数の命を奪ったテロの映像が脳裏に

生々しくよみがえる地点、グランドゼロ。ま

さに真空地帯となったウォール街に立つ

と、ここが本当に世界金融の中枢地なのか

という思いが湧いてくる。国境や文化を超

えて世界中から集まってきた人々が混然一

体となり社会を形成しているNYは、ある

意味では実験的な土地であり、また一方で

は、アメリカ合衆国という大国の力と論理

が凝縮した土地でもある。

ほんの10年前、ソビエト連邦の崩壊によ

り冷戦構造が終焉したのも束の間、今度は

湾岸戦争やコソボ紛争、東チモールを始め

とする紛争や虐殺が頻発し、民族間の憎

悪がますます募っている。さらに、軍事、

経済による米国の一国支配に対して世界

中で反感と憎悪が高まるなか、テロという

決定的な事件が起こり「米国＝正義、テロ

リズム＝悪」という単純な二元論が世界を

断絶させている。

しかし、NYで暮らす一般の人々は、固

有の問題を抱えながらも、国籍や文化の異

なる人々とともに生きている。強国の論理

で進行するグローバリゼーションに対し

て、豊かな地域文化を大切にするローカリ

ズムをベースにした新たな形のグローバ

リズムを、彼らは自然に身につけている。

それと同時に、世界中からアーティスト

を集めるNYでは、アートが異なる言語と

文化を持つ人たちによって身につけられた

「共通言語」として、社会的に重要な位置を

占める。言語や論理を中心としたコミュニ

ケーションでは超えられない言葉や国境の

壁をたやすく超えてしまうこれらの表現形

態は、現代のコミュニケーションのあり方

が持つさまざまな問題を解決する可能性

を秘めているのではないか。共感するこ

とで多様な文化が尊重され、全体としては

大きな共生へと向かえる。新たな形態のグ

ローバリズムの萌芽を探して、NYで暮ら

すアーティストや識者たちを訪ねてみた。
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スタートレック『艦隊の誓い』

マンハッタンのアッパーウェストサイド

は、50年代、ビートニクス文化の舞台とな

った歴史的な土地だ。そこに位置するコロ

ンビア大学でジャーナリズムを教えるジョ

ン・パブリック教授は、学生で賑わうカフェ

でこう語る。「インターネットは人々を傍観

者から情報発信者に変えるという点で、従

来のメディアとまったく異なります。今回の

テロ事件では、政府発表に偏ったテレビニ

ュースではなく、犠牲者の家族や目撃者に

よるウェブサイト、複雑な文化的背景を持

つ人々の意見が人気を集めました」

世界は想像よりもっと複雑だと人々は気

付き始めている。インターネットの登場に

よって「少数対マス」という情報の流れが

「マス対マス」へと移行し、情報の選択肢

が飛躍的に増えた。同時に、同じ情報でも

個人により受け取り方がまったく違う。彼

の講義ではこれを「羅生門ジャーナリズム」

と呼び、情報を比較判断するためのリテラ

シーを教えている。

マス対マスの図式では、権力側が情報

の送り手を規制することは困難だ。教授は

「中国を訪問した時、89年の民主化運動の

象徴となった天安門で写真を撮りたいと

中国人に話したところ、話が通じませんで

した。中国では天安門事件の際に、戦車が

学生を踏みつぶす映像が報道されなかっ

たからです。しかし、ストリーミングで他国

のニュースが見られる社会では、このよう

な報道規制はもはや不可能です」と述べ

る。インドネシアでは、モバイル通信の力に

より政権が崩壊した。学生たちは、モバイ

ル通信のショートメッセージを使い、大規模

デモを組織化していったのだ。

いったん始まった情報化の流れを押し

とどめることはできない。しかし、多くの国

がグローバルエコノミーに飲み込まれてい

く過程で、文化や価値観の衝突や侵略とい

った負の要素に苦しんでいる。これに対す

る解決策として、教授は「国や民族が持つ

固有の文化の豊かさやバイタリティーを尊

重することが重要になるでしょう。スター

トレックの『艦隊の誓い』では、訪問した惑

星の文化に干渉することはできません。私

はこの考えが非常に気に入ってます。もち

ろん、奴隷労働などの人権にかかわる基

準は設けるべきですが、文化的な独立性

は保証するべきです」と語った。

ジョン・パブリック
コロンビア大学ジャーナリズム
スクール大学院教授。ニューメ

ディアを専門に教える。
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民族楽器に触れると文化が聞こえる

グラウンドゼロからわずか数ブロックし

か離れていない、トライベッカの倉庫街に

オフィスを構えるヴェロア・レコーディングス

は、独自路線を貫く音楽レーベルだ。世界

的なムーブメントになったジャムバンドの

火付け役「ソウライブ」をデビューさせ、そ

の後も人気バンドを次々とプロデュースす

るほか、MP3ファイルによるワールドワイド

なマーケティングなど、新たな形での音楽

のディストリビューションを試みている。

共同設立者のジェフ・クラズノーとショー

ン・ホースは「テロが起こった直後の9月16

日に、ライブの予定が入っていたんだ。迷

ったが、こういう時期だからこそやろうと決

めた。ライブは最高に盛り上がって、皆が求

めてるものってこれだと思ったよ」と語る。

音楽をやるうえで一番重要なのは、心と

身体を揺り動かすエネルギーとライブ体験

だという。「体験することが一番さ。ヴェロ

アの売上のほとんどは、ライブから上がっ

てきているんだ。ライブを体験して感動し

た人々がネットのチャットルームで口コミで

伝えることで、CDの売上にもなるし、ミュ

ージシャンのスキルアップにもつながるん

だよ」（ジェフ）

楽器に手を触れずにデスクトップで音楽

を生産できる時代に、ミュージシャンの腕

がそれほど必要なのだろうか？　ジェフは

こう語ってくれた。「デジタル全盛の時代だ

からこそ、本物のミュージシャンが必要な

んだ。たとえば、ディジリドゥやシターなど

民族楽器のサンプリングは簡単にできるけ

ど、歴史的、文化的な背景を無視して音だ

け使うと、その楽器と対等な関係を築けな

いような気がするのさ。この楽器はなぜこ

んな音がするのか、自分で実際に触れてプ

レイするのが大事なんだ」

メジャーは巨大なコングロマリット

独立系レーベル、ローパドープの設立者

アンディー・ハーウィッツもまた、音楽を通

した人との結びつきを強く感じている。巨

大なクリスマスツリーが煌めくロックフェラ

ーセンターの向かいにあるオフィスでせわ

しく動き回っていた彼は「僕らは音楽をア

ートと捉え、音楽に感情移入することで送

り手と受け手の垣根をなくすのさ。世界中

の人 と々音楽を共有し、感動を分かち合っ

ているんだ」と語る。大手音楽レーベルで

経験を積み、自分でレーベルを興したアン

ディーは、メジャーレーベルはビジネス重

視で、売り手と買い手の固定的な関係を

維持したがっているという。

ジョン・メデスキーをフィーチャーし、ユ

ニークなコラボレーションを数多く手がけ

るのも、独立系レーベルならでは。彼は

「これは別に新しいアイデアじゃないんだ。

ミュージシャンの間では普通のことだけど、

メジャーだと契約とお金の問題が出てきて

実現しないのさ。ローパドープの配給会社

アトランティックは、ワーナーブロス、エレ

クトラ、アトランティック（WEA）により所有

され、WEAはタイムワーナーにより、タイム

ワーナーはAOLにより所有されている。

メジャーは、コピー機や電化製品と同じ感

覚で音楽を売る巨大なコンゴロマリットな

んだ。だから、商品としか考えてないんだ

よ」と語った。音楽を商品として捉えるメ

ジャーレーベルから、コミュニケーションや

アートとして捉える独立系へと、人々の嗜

好がゆっくりと変化しているのかもしれな

い。帰り道、そびえ立つロックフェラービル

にオフィスを構えるAOLタイムワーナーの

看板を眺めながらふとそう思った。

マイク・エリコ
ヴェロア・レコーディングスの2人が
注目する新人。

アンディー・ハーウィッツ
ローパドープ設立者。ニッティングフ
ァクトリーやコロムビアを経て、独立。

ジェフ・クラズノー、
ショーン・ホース
ヴェロア・レコーディングス
共同設立者。人気ジャムバ
ンドを多く輩出する。
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美のバイブレーションが世界に広がる

世界中の若者が集まるサブカルチャー

の中心地、イーストビレッジは、ストリート音

楽やアートが花開いた土地だ。70年代、

150ドルのアパートに引っ越して以来、この

街の変遷をつぶさに見てきたミュージシャ

ンのニック・テイラーは、ヨーロピアンスタイ

ルのクラブカルチャーと、アップタウンのス

トリート文化が出会った80年代を回想す

る。「ダウンタウンのマッドクラブで、画家の

ジャン＝ミッシェル・バスキアに出会った

時、僕らは互いの洋服や踊り方にちょっと

面喰らった。彼は僕のアパートにしばらく

住んで、一緒に詩を詠んだり音楽を作った

りしたんだ」この時作った曲は、バスキア

主演の映画『ダウンタウン81』のサントラ盤

に収録されている。

ニックはテロ直後から、今までとは違っ

た形で音楽を捉えるようになった。「ギター

を弾いていると本来の自分に戻って、信じ

られないくらい幸せになるんだ。言葉には

表せない、奇妙な感覚だよ」

本当に平和を実現したいならば、一般市

民を殺す殺戮兵器より、アートを援助すべ

きだとニックは語意を強める。「アートと音

楽は強力な平和の爆弾だよ。音楽に秘め

られたパワーは本当に偉大で、目に見えな

いテレパシーでやり取りしてる感じなん

だ。今はヘンリー・マンシーニやボサノバな

ど、美しいレトロのバイブレーションを感

じるし、この波が世界で同時進行している

ような気がするんだ」

違いと個性を尊重した共存

ソーホー在住25年になる日本人画家、野

田正明もまた、アートと社会とのつながり

を意識している。「グローバルな各世代と

の対話、それがアートの本質じゃないかと

思います。アーティストは意図して社会と

かかわり、国境や文化圏を超えた普遍的

な価値感を提示するのです」。その価値感

とは、時空を超えて世界を魅了するパワー

やカリスマであるという。野田は「戦争は

モノを破壊するけど、アートは人々を豊か

にします。テロや不景気によりアートが真

っ先になくなると思うのは、アートの本当

のパワーを知らないからですよ」と語る。

筆と絵具を使ってカンバスに絵を描く行

為は、彼にとって社会と交わる儀式である。

「デジタルの時代だからこそ、実体が重要

ニック・テイラー
ミュージシャン。バスキアの映画
製作にかかわる。現在、自分の
レーベルを立ち上げ中

チェルシーに点在するギャラリーは
野田氏のおすすめスポット。

野田正明
画家。抽象画から彫刻まで幅広く追究。現在、日
本でモニュメントを製作中。
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になるのです。ただのつるりとした表面で

はなく、絵具の盛り上がりやザラザラとし

た皮膚感覚に、人間は実体の力を感じる

のです。人間ってある意味でプリミティブ

なんですよ。文化が進めば進むほど、もっ

と自然に帰るのかもしれません」

NYのアートシーンで日本人であること

の難しさとは何だろうか。「米国人は、世界

から反感を持たれていることを全然意識

していませんが、日本人である私は米国主

導型の視点に敏感にならざるを得ません。

今回のテロ事件も真珠湾攻撃にたとえら

れ、常に外から来たことを意識させられま

す。必要以上に仲良くなることはないです

ね」。しかし、だからといって憎み合うので

はない。「人種も文化も民族も生活習慣も

宗教も皆違うので、違いを意識したままで

個性を尊重して認めて共存していくこと

が、この街ではあたりまえなのです」

僕らは世界じゃマジョリティーなんだ

ジャマイカ人とキューバ人の祖父を持つ

画家、テランス・バンコーレもまた、違いを

意識することに敏感だ。彼は、心のなかに

沸き上がるストレスや焦燥感を解き放つ手

段として、高次のエネルギーが体を通過し、

魂が解き放たれる状態でアートを製作す

るという手法「ソウル・ストローキング」を

始め、これらの作品と音楽やダンスを融合

したさまざまなイベントを開催し、人種や

文化を超えた人々を惹きつけている。

「絵を描いていると、既成概念に捉らわ

れずに自分自身のままでいいと実感できる

んだ。違いを尊重することが世界を美しく

している。もしも、皆が同じことを考えれ

ば冷たく退屈な世界になるだろう。だから、

僕の作品を見た時には、純粋でポジティブ

なパワーを感じてほしい。社会が渾沌とし

ているからこそ、何か巨大で美しいものの

一部だと感じてほしいんだ」と語る。

テロ事件に関しては、問題はどちらが正

義かではなく、人間の心に潜むエゴや傲慢

さにあるという。「テロも、米国が正義を極

端に叫ぶのも偽善さ。アフガニスタンの女

性は抑圧されている？　女性は世界中で

抑圧されてるし、NYでも性差別はあるん

だ。人々は他人を自分の価値観に組み込

もうとして、できなければ差別するのさ。そ

ういう奴らが、道を歩いていると僕をラス

タと決めつけるんだ。バスキアを覚えてい

るかい。『よう、君はブラックアートをやるの

か？』『ちがうよ。僕のアートには赤もブル

ーも黄色も入っている』と彼は答えたんだ。

それがアーティストなんだ。僕を箱のなか

に閉じ込めないでくれ」

箱のなかに閉じ込める力とは、他文化

を排除する強国の価値観とも言い換えら

れる。彼は、この圧力を跳ね返すために、

真実を見極めることが重要だという。「真実

はDNAのように不変なんだ。米国では有

色人種はマイノリティーと呼ばれているけ

ど、真実はこうさ。僕らは世界ではマジョ

リティーなんだよ」

新たな形態のグローバリズムと共生の答

えは、すべて異なる言葉で表現されたが、

そのなかに共通する普遍的な答えが隠さ

れているように感じた。バンコーレは最後

にこう問いかける。「僕の叔父がいつも話

してくれた寓話があるんだ。ある男が世界

を変えたいと思って孤軍奮闘したんだ。自

分の国を、都市を、町を変えようとしたが

無理だった。ついに死の床についたその

瞬間に気づいたんだ。自分が変わらないと

ダメだってね。だから、まず自分が変わる

ことが重要なんだよ」

テランス・バンコーレ
画家。アートと音楽、ダンスなどを融合したさまざまなイベントを開催している。

自宅のベッドルームに飾ら
れたバンコーレの作品。
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スとして取り扱っているが、そのうち、グ

ローバルファンドはフレキシブルやスモー

ルなど3分類で、少なくとも運用資産の25

パーセント以上は非米国資産と定義して

いる。一方、インターナショナルファンドは

2分類で米国資産を除くと定義している。

グローバルとは自国を含み、インターナ

ショナルとは自国を含まないことでよく理

解できる。もっとも、ユーロ通貨統合の欧

州のような場合には、欧州域内が1つの経

済圏となっており、どこからどこまでがグ

ローバルで、インターナショナルかは米国

のように鮮明ではない。

また、「オーバーシーズ」（海外）という用

語は、一般的に投資の世界では使用しな

い。わが国は島国であるため、海外イコー

「オーバーシーズ」の意識は通用しない

まず、最初に明らかにしておきたいの

は、投資の世界においては、「グローバル」

と「インターナショナル」とは明快な相違が

あるという事実である。

これはアメリカンスタンダードなのである

が、米国ではグローバル投資とは“米国を

含む投資”を指し、インターナショナル投資

とは“米国を含まない投資”を指す。ただ

し、ソニーやホンダのようにニューヨーク

市場にADR（米国預託証券）として上場し

ている証券については、米国株とみなし

てよいともされている（実際にはこのへん

のところはややグレーゾーン）。

ファンドモニター会社であるモーニング

スター社の分類では、37分類を基本ベー
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出典：大和証券資料より 

世界の株価パフォーマンス
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ル外国であることに何の違和感もない。当

然のこととして受け入れている。だが、「世

界」はそう簡単ではない。たとえば、米国

についてみると、カナダやメキシコは陸続

きであり、オーバーシーズではありえない。

欧州から見れば、スペインから中国まで陸

続きである。オーバーシーズという用語が

例外的に成り立つのは日本、オーストラリ

ア、ニュージーランドぐらいのものである。

アメリカンスタンダードのリスク

その一方で、グローバリゼーションはい

まや何人も否定しえない世界のメガトレン

ドであり、あと戻りできない大河の流れで

ある。では、そのメガトレンドとは具体的

に何であるのか。また、いくらグローバリ

ゼーションが進んでも変わらないものもあ

り、さらに落とし穴もある。つまり、“明”

の裏には必ず“暗”があり、そこに気をつ

けるのも重要である。

このメガトレンドの特色は次のように指

摘しうる。

①国境の希薄化（ボーダーレス世界）

②情報の拡散の早さ（世界ほぼ同時での入

手、情報技術革命による）

③情報量の飛躍的増大

④市場参加者同時パターン行動へのインパ

クト

⑤市場価格のボラティリティーの増大（長期

的トレンドよりも直近のニュースやでき

ごとに過剰反応する傾向が強まる）

⑥アメリカンスタンダードのグローバルスタ

ンダード化

⑦言語における英語（実際は米語と言って

もよい）の優位性

などであろう。これらは1つ1つ詳細な説

明をする必要はあるまい。つまり、ボーダ

ーレス世界ではインターネットなどを通じ

て情報がグローバルに拡散し、場合によ

っては、どのマスメディアを見ても似たよう

なテーマばかりが並んでいるということに

なる。しかも、そのシステムや思考アプロ

ーチ、ハード、ソフト、コントロール手法な

ど、アメリカンスタンダードが全面的に出て

くる。そこでは、「ローカル」または「リー

ジョナル」なニュースは軽視され、明けて

も暮れても「米国が主役のニュース」が大

手を振り、ほかの重要なニュースはそこに

呑み込まれる結果となっている。ある意味

では、これが最大のリスクかもしれない。

国際分散投資のABC

グローバリゼーションが進展すると、当

然のことながら、国際分散投資が投資家の

ニーズとして生じてくる。リターンの裏側

はリスクであるが、分散はリスク分散が目

国際投資型 
 株式型 地域限定（H） 国際株式-北米（H） 
   国際株式-欧州（H） 
   国際株式-アジア-オセアニア（H） 
   国際株式-中南米（H） 
 
  地域限定（H） 国際株式-北米（H） 
   国際株式-欧州（H） 
   国際株式-アジア-オセアニア（H） 
   国際株式-中南米（H） 
 
  地域限定（F） 国際株式-北米（F） 
   国際株式-欧州（F） 
   国際株式-アジア-オセアニア（F） 
   国際株式-中南米（F） 
 
  エマージング 国際株式-エマージング 
 
  グローバル（H） 国際株式-グローバル（H） 
 
  グローバル（F） 国際株式-グローバル（F） 
 
 債権型 債権型（H） 国際債権型（H） 
 
  債権型（F） 国際債権型（F） 
 
 
 ハイブリッド型 ハイブリッド型（H） 国際ハイブリッド型（H） 
 
  ハイブリッド型（F） 国際ハイブリッド型（F） ＊（H）はヘッジ型、（F）はヘッジフリー型 

出典：モーニングスター社 

モーニングスター社のファンド分類（日本）
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的となる。もっとも、実際には分散しても

別のリスクが付加されることもある。

国際分散投資の基本は、まずその分散

の分類を明確にすることが重要である。そ

れには次のようなものが要件となる。

①地域、国

②通貨

③投資対象商品（株式、債券、CB、キャッ

シュ、デリバティブ、石油や大豆、コーン

など国際商品）

④時間（タイミング）

⑤投資ターム（債券の短、中、長期債）

⑥クオリティー（格付け）

このうち、もっとも困難なのは株式であ

ろう。というのは、いわゆる「ITバブル崩壊」

は、それこそ「世界のIT産業」をボーダー

レスにめった打ちした。これには、勝ち負

けの差はあっても、勝ち組の株価が大幅に

上昇したわけではない。また、世界同時多

発テロによって、世界同時安になった。

現在、ニューヨーク市場と東京市場との

株価の連動性は非常に高くなっている。こ

れは1990年代（ニューヨーク市場の株高、

東京市場の株安）には見られなかった現象

である。2000年代に入ってから、ニューヨ

ーク市場が高い翌日に東京市場も高くなる

（ニューヨーク市場が安い翌日に東京市場

も安くなる）確率は75～80パーセントとな

っている。これはニューヨーク市場が太陽

で、東京市場が地球の関係のようにも見え

る。ニューヨーク市場と香港市場も同じ

（この場合、為替市場はほぼ完全に連動）

で、欧州市場は若干、株価の連動性は落

ちるが、それでも「世界は1つのマーケッ

ト」としての性格が濃くなっている。

特に、この場合「情報技術、ハイテク銘

柄」については連動性が強かった。ドット

コム、パソコン、半導体（製造装置を含む）、

携帯電話、コンピュータ、ストレージ、通信

機器などは、「世界的なITバブル崩壊」に

より、大きく値を下げた。「勝ち組」と言わ

れたインテル、マイクロソフト、デルコンピ

ュータ、ノキア、EMC、村田製作所、アド

バンテストなども例外ではなかった。反面、

ヘルスケア、バイオテクノロジー、食品、レ

ジャーなどのディフェンシブ（景気に左右さ

れ難い）セクターは健在だった。ニューヨ

ーク市場ではジョンソン＆ジョンソンがそ

うだし、わが国ではOLC（オリエンタルラ

ンド）が好例であろう。この場合は、グロ

ーバル化の悪い面である「共通リスク」を

回避する意味での発想、特に「リージョナ

ル」が重要なものとなる。

株式ではなく、金利低下プロセスでの債

券投資も、また重要であった。利回り低下

は債券価格の上昇を意味したからである。

通貨については、あまり大きな動きはな

かったが、これは3大通貨（ドル、ユーロ、

為替の動き
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円）が、いずれもなんらかの欠点を抱えた

“不美人投票”と言うことができ、ここ半年

間はそうなったということで、本来ならユ

ーロ、米ドル、日本円の順での強さであろ

う。わが国は「自国至上主義」がいまだに

根強く、円からの脱却を計れないが、やは

り、ここは原則として国際分散投資（資産

の20～30パーセント、東海大地震を考慮

すれば35パーセント）は非円資産とするべ

きだと考える。

グローバル投資、5つの留意点

投資の分散は奨められるべきだが、グ

ローバリゼーションそのもの、ひいては分

散投資にもいくつかの留意点がある。「落

とし穴」を回避するためである。

まず第一は、「アメリカンスタンダードが

すべて」との発想である。確かに、投資の

世界でも、時価会計、連結決算、四半期デ

ィスクロージャー、持ち株会社、株式オプ

ションなどは米国発の産物だが、しかし、

わが国では、それでは律しきれない固有

の問題が多々山積みしている。また、いく

らアングロサクソンが同質と言えども、た

とえば英国では左側通行だし、アメリカン

フットボールをやるまでには同化していな

いように、アメリカンスタンダードがすべて

ではない。

第二に、情報の同時拡散が同じため、

大衆心理に巻き込まれて主体性を失う行

動パターンをとることも多くなる。目先のニ

ュースに左右されず、世界の底流を見極

めるべきであろう。つまり、グローバリゼ

ーションや市場から、やや距離を置くこと

が必要である。

第三は、株式投資の場合、地域分散や

通貨分散よりも、セクター分散が重要であ

る。これは、一部、すでに明記したとおり

であるが、今回の「ITバブル崩壊」で国境

を問わず情報技術関連株が打撃を受けた

ことによっても証明される。セクターはグ

ローバル化しており、この場合は、まった

く別のセクターにヘッジするのが賢明であ

る。いわゆるセクター分散を考慮すべきな

のである。

第四に、債券については、いたずらに金

利差を追わないこと。たとえば、米国10年

物国債利回りは4.8～5.0パーセントだが、

利回りが一気に1パーセント上昇すると、

債券価格は10～13パーセント下落する。

このリスクを念頭に置いてほしい。

第五に、遠い将来のことを考えると、わ

が国は金融セクターは米国に、製造業は中

国にますます攻撃され、弱化する可能性

がある。この2大国に呑み込まれないのか

どうか、それを国際分散投資でどう乗り切

るかが課題となろう。バランス感覚が要求

される。

出典：大和証券資料より 
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「モノ」と「デジタル」の課税の差

ニューエコノミーにおける電子商取引の

発達は、さまざまな租税問題を引き起こし

ている。その租税問題は、主として既存の

税制の枠組みや租税理論との衝突である

が、大きく分類してみると、「所得税および

法人税課税の問題」と「消費税の問題」に

分けられる。

日本の現行税制では、国際取引から生

じるさまざまな所得についての課税上の取

り扱いは、その所得の種類によって異なっ

ている。たとえば、アメリカの音楽会社が

日本の居住者に音楽CDを販売して所得を

得た場合、通常その所得は「事業所得」に

該当する。そのアメリカの会社が日本国内

に恒久的施設（PE）を有していなければ、

日本では課税されずに、居住地国である

アメリカにおいてのみ課税される。しかし、

アメリカの会社が日本の居住者に著作権な

ど知的財産権の使用を許諾する対価を受

領した場合、通常、当該所得は「使用料」

（ロイヤリティー）に該当し、日本の国内法

および日米租税条約の定めによれば、日本

において源泉徴収税が課されることにな

っている。

その一方で、日本の居住者がインターネ

ットを通じてオンラインで音楽や映像ある

いはソフトウェアといった「デジタルコンテン

ツ」をダウンロードし、その対価を外国の会

社に支払った場合、その対価は「事業所得

か」、それとも「使用料か」という問題が生

じる。この問題は、OECD租税委員会に

おける技術専門家グループ（TAG）で検討

されてきたが、2001年2月に提出された

TAGの報告書では、一応、次のように整

理された。すなわち、もっぱら自己使用の

ためにダウンロードした場合の対価は「事

業所得」になるが、著作権を商業的に利用

するためにダウンロードした場合の対価は

「使用料」に該当する、ということである。

課税を逃れる道とアメリカの一人勝ち

先に述べたように「事業所得」では、外

国企業が日本の居住者に商品を販売して

所得を得たとき、その外国企業が日本国内

に支店などの恒久的施設を有している場

合にのみ日本で課税される。国際租税法

ではこの伝統的な課税ルールを、「恒久的

施設なければ課税なしの原則」と呼んでい

る。この課税ルールは、外国企業が源泉

地国（事業所得が発生する場所）に恒久的

施設という物理的な場所を設けて事業活

動を行うときに、外国企業は源泉地国の努

力で整備された各種のインフラストラクチ

ャーを利用するため、「その利用の対価と

して一定の租税をその源泉地国に支払う

べきである」とする考えに基づく。したが

って、外国企業が日本国内に恒久的施設を

有していなければ、日本のインフラストラク

チャーを利用しているとは言えず、日本は

租税を課すことはない。

一方、クロスボーダーの電子商取引の場

合、外国企業は支店など伝統的に恒久的

施設とされてきた物理的な場所を日本国内

に設けることなく、日本国内で事業を行い

うるために、日本の課税を免れる道が開か

れている。これを放置しておけば、所得が

発生する場所の国（通常は輸入国）の税収

は減ってしまう。特に、クロスボーダーの

電子商取引にかかる輸出国がアメリカに偏

っている現状では、税収面でアメリカの一

人勝ちとなる。

reforms
a

taxation
system

text:吉村典久( 慶應義塾大学法学部助教授)
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ケース

消費税

所得税、法人税

コメント、問題点

伝統的な国際商取引

日本に住んでいるAさんが、アメリカB社のCDショップから音楽CDを輸入（郵

送）する。B社は、日本国内に支店を有している。

課税される

・「保税地域（注）から引き取られる外国貨物には消費税を課す」（消費税法4条

2項）

・音楽CD（モノ）の輸入（郵送）の場合、「保税地域からの引き取り」に該当する。

本店直取引の場合、課税されない。

ただし、支店を通じての購入ならば課税される。

・「日本の国内源泉所得に対してのみ課税される」（法人税法4条2項）。

・「恒久的施設（PE）なければ課税なし」（法人税法138条1項、日米租税条約８

条１項及び９条）。

・日本の国内法においては、本店直取引による所得についても日本の課税がな

されるが、日本が締結している多くの租税条約ではPE帰属所得課税主義が採

用されているため、本店と日本の消費者の直取引による所得に対して日本は課

税しない。

・支店は恒久的施設に該当する。
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こうした状況に直面している日本やヨー

ロッパ諸国は、源泉地国における課税を守

るため、電子商取引について恒久的施設

を見い出すことに努力を傾注している。

電子商取引について、これまで恒久的施

設となりうるものとして検討されてきたの

は、ウェブサイトやサーバー、ネットワーク

資産、インターネットサービスプロバイダー、

ソフトウェアエージェントなどである。その

うち「ウェブサイト自体だけでは恒久的施

設とはならないこと」、および「サーバーを

通じた注文取得や決済などが行われてい

る場合、当該サーバーは恒久的施設とな

りうること」については、OECD租税委員

会における検討などで各国のコンセンサ

スが得られた。しかし、サーバーを恒久的

施設に認定しても、サーバー自体を国外

に、たとえば、タックスヘイブン（ケイマン

など租税回避地）に移動させることはきわ

めて容易なので、源泉地国課税を免れる

道は依然として開かれたままになる。

消費税問題は「企業と消費者取引」だけ

実際のケースを見ると、日本の居住者が

インターネットを通じてアメリカの音楽ショ

ップに音楽CDを注文し、その音楽CDが

郵送されてくる場合に消費税がかかる。そ

の一方で同じ人が、アメリカの音楽ショッ

プから音楽CDを郵送してもらうのではな

く、購入者がその音楽データを「デジタル

コンテンツ」として自身のコンピュータにダ

ウンロードする場合（オンライン配信、購

入）、消費税はかからない。なぜならば、

消費税法4条2項では、「保税地域から引き

取られる外国貨物には、この法律により、

消費税を課する」と規定しているためだ。

たとえば音楽CDが郵送されてくる場合に

は、「保税地域からの引き取り」に該当す

るため、消費税の課税対象となるのに対

して、オンライン配信の場合には「保税地

域からの引き取り」に該当しないため、消

費税は課税されない。

このようにクロスボーダー電子商取引で

は、「モノ」という形で輸入するか、「デジタ

ルコンテンツ」という形で輸入（オンライン

配信）するかにより、消費税の課税は異な

ってくる。そのために、消費税が税収の重

要な柱となっている国々、すなわち日本や

EU諸国では電子商取引に対する消費税の

課税問題に対しても重大な関心が向けら

れている。ただし、企業間取引において、

たしかにクロスボーダーのオンライン配信

では輸入時に消費税は課されないが、輸

入国の事業者がさらにその商品を転売し

たときには「仕入税額控除」が受けられな

いため、税収に対してはあまり大きな影響

は生じない。結局、企業と消費者間の取

引だけが問題視されるわけだ。

伝統的な租税原則をいまだに応用

以上のように、ニューエコノミーにおけ

る電子商取引の発達は、オールドエコノミ

ーを前提とした既存の税制との摩擦を生

じさせ、数多くの租税問題を引き起こして

いる。現在のところ、各国は電子商取引に

かかる租税問題を対処するときの基本的

方針は、あくまでも伝統的な租税原則に応

用することにしている。いわば、電子商取

引という「新しき酒」を伝統的租税原則と

いう「古き革袋」に入れようと苦心している

のだ。しかし、その伝統的租税原則を適

用しようとする試みが破綻したとき、通信

のビット数に応じて課税する「Bit Tax」な

どの新たな租税や、「恒久的施設なき源泉

地国課税ルール」という新たな租税原則が

登場し、必然的に租税システムの革命がも

たらされるであろう。それには、まだ少な

くとも5年ぐらいはかかるかもしれない。

電子商取引における国際取引

日本に住んでいるAさんが、アメリカB’社のウェブサイトから音楽(デジタルコンテ

ンツ）をダウンロードする。B'社は、日本国内に支店は有さず、ウェブサイトがアッ

プされているサーバーはアメリカにある。

課税されない

・音楽（デジタルコンテンツ）のダウンロードは、「保税地域からの引き取り」では

ない。

課税されない

・サーバー自体は恒久的施設になり得るが、このケースの場合、サーバーは日本

に存在しないため、日本の源泉地国課税には服さない。

・音楽データ（デジタルコンテンツ）のダウンロードは保税地域から引き取られる

外国貨物にあたらない。

・企業間取引の場合、仕入れ税額控除ができない。

・企業と消費者の取引の場合、事業者登録制度が検討されている。

・ウェブサイト自体は恒久的施設ではない。

注：貨物を輸入手続き未済のまま蔵置し、または加工や製造、展示などをすることができる特定の場所として、
関税法に基づき財務大臣が指定しまたは税関長が許可した場所。海外旅行から帰国したとき、成田空港で税関を通る前の区域などがそうである。

伝統的な要件は
通用するか

典型的な商取引における課税

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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text : 山田肇子（編集部） photo : 凸凹卍
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知的財産権という苦心作

寺本：グローバル化というと、すぐグロー

バルスタンダードが１つしかないように言い

ますよね。それはアメリカのスタンダードな

のか。じゃあグローバルスタンダードって

一体なんなんだ、と思いませんか。

宮下：いろいろな価値観や文化があるの

にそれを１つに結びつけようというグロー

バル化は非常に危険です。少なくとも仮想

的なパラレルワールドがいくつもあるイン

ターネットのような世界においては、違う

価値観を持った多様な文化の、別々の空

間が存在しています。

寺本：リアルワールドだと、ある空間が気

に食わないとしたらB52で爆撃すればいい

ってことになりかねませんが、インターネ

ットである価値観が気に入らないとどうす

ればいいのでしょう。

宮下：単にアクセスしなければいいだけで

すよ。インターネットは誰でもアクセスでき

る領域と、ある程度コントロールされてい

て一定のルールに従う者だけがアクセス

できる領域という2つの空間があります。

たとえば誰もがアクセスできるところで

P2Pで音楽データを勝手にやりとりすると、

リアルな世界で音楽活動をしている権利

者に多大なダメージを与えてしまう。アク

セスがコントロールされた領域であれば、

リアルな世界の権利者との調整もできるん

じゃないでしょうか。知的財産権（「知的所

有権」とも呼ばれている）というのは、創作

活動になんらかのインセンティブを与え

て、社会的に有用な創作活動を促進し、そ

の成果の円滑な利用とのバランスをとるた

めに政策的に作られた法律なわけです。

そのため、その政策目的がよりよく実現で

きるような工夫をすることが必要になるの

です。

寺本：しかし、その議論自体、われわれが

利用し、それにのっとって仕事をしている

ルールを前提にしている気がしませんか。

宮下：そうですね。でもルールは与えられ

るものではなくて、われわれが創造してい

くべきものです。

寺本：創作者の「それは自分のもの」と考

える価値観自体、ある文化圏の価値観か

もしれませんよ。

宮下：でも、いま支配的な考え方は、創作

者に何らかの権利を与えて、その創作者

の権利を侵害したら文句を言えるようにす

るという、法的な仕組みを採用しようとい

うことですよね。そうすることによって創作

活動の意欲を高めている。これは苦心の

すえにできた法制度だとは思いますが。

グローバルで創造的な新空間

宮下：みんなで創作活動の成果をシェアし

合い、分かち合おうよという価値観はあっ

てもいいと思いますが、同時にそれによっ

て創作活動が停滞する可能性もあります。

少なくとも資本主義社会では労力や時間を

使うことによる見返りがなければ、社会的

に有用なリソースの分配と利用ができなく

なり、市場原理が働きません。なんらかの

創作活動をしてそれを世に伝える人とい

うのは、社会的賞賛を受けたり、評価を受

けたりすることによってインセンティブを得

らなくてはなりません。

寺本：経済原理で言っても、無理やり儲け

ているとそれがある時点でストップするの

ではないかという恐れがあります。いずれ

かを否定するわけではありませんが、独占

したい欲求と、商売を続けたいという欲求

とのバランスをとることによってお金が長

くうまく循環していくと思うのです。他方、

よい知恵をみんなで共有しようじゃないか

という考え方もありえます。

宮下：インターネットのなかでこうした価値

観を共有できる人たちが集まって、コミュ

ニケーションできる空間を作ることも考え

られます。もちろん、その場でさまざまな

人たちが提供する情報をとことん共有しあ

う空間があってもいいと思います。

価値観のぶつかり合いが発生する

寺本：ですから、たとえ狭い社会に閉じこ
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見るのは不快だからとヤフーに掲載の差

し止めを要求しました。ところが米国の裁

判所は「それは米国内では執行できない」

と反対した。それぞれの文化圏の裁判所

で違う価値観が表明されたわけです。

ルールの標準化が必要

寺本：そこで気になることがあります。あ

ることがらについて、特定の価値観で判断

したり、決定したりするということと、その

価値観による決定をその価値観を共有し

ていない領域に対して執行するということ

は、別の話だと思うのです。おそらく同じ

価値観を持っている人たちの領域の中で、

その秩序を守るためにある機関に基づく

決定を強制するというのは、やむをえない

と思います。しかし、価値を共有する地理

的な領域と、いわゆるサイバースペースと

が入り混じるようになった場合、ある領域

の価値観がほかの領域を侵食することが

あり得るのです。

宮下：価値観がぶつかり合うのはやむを

得ないことだし、むしろ避けるべきではな

いと考えています。インターネットの世界で

も、いろんな価値観を持った参加者の集

まりがあって、違う価値観を持った参加者

が交流しあうことによって、それぞれ違う

もってそこで自分たちのコミュニティーだ

けで気持ちよく生きていこうという価値が

あったとしても、それを認めるべきだと思

います。実際にわれわれ弁護士は多様な

価値観のぶつかりあいの折り合いをつけ

る商売をしているわけです。潤滑油の役割

であったり、鉄砲玉であったり、あるいは

ほかの手段でこちらの人の価値観を代弁

したり、ほかの人の価値観を代弁したり。

そのためにはいろんな価値観に対して柔

軟でなければなりません。

宮下：柔軟であるとともに、自分なりの価

値観がないと説得力がないですね。いろ

んなことを考え抜いた結果を説明すれば、

お互い理解を得やすいと思います。その場

合、1人の人間がすべての分野について掘

り下げるのは無理があるから、それぞれ

の専門家がそれぞれの価値観を持ってい

ることが大切です。インターネットの世界で

は多数のパラレルワールドが存在するた

め、いろんな価値観を持った人たちが共

存できます。ところがリアルワールドでは

空間が1つしかないために多くの価値観の

ぶつかり合いが起きています。たとえばヤ

フーのオークションで、ナチスのかぎ十字

のアイテムが売り出されたところ、フランス

の裁判所はそういったものをフランス人が

価値観を持った人が共感できる部分を発

見し拡充していく。コミュニケーションを

深めることによって、共感できる範囲が大

きく広がる。インターネットの世界でも、複

数のグループの統合が起きるのかもしれ

ません。

寺本：それは、段階を1つ越している気が

します。「この人はこういう権利を持ってい

るはずだ」とか「これはしてはいけない」と

いうルールがありますよね。たぶんその価

値観のぶつかりあいは避けようがないと思

うのです。統合はとても難しい。おそらく

その一歩手前、違う価値観同士がぶつか

りあうときに、こういうルールでお互いに

意見を言う「手続きのルール」だけでも標

準化できないものかと考えています。あい

さつをするときに、ある文化圏では頭を下

げ、ある文化圏では握手をする場合、その

了解があれば、あいさつが円滑に進むわ

けです。

極端な場合、少なくとも国家間の戦争に

おいては、まず宣戦布告があるべきだと

か、化学兵器を使うのはやめようとか、核

兵器は持っているだけにしようなどのルー

ルができあがっているわけです。このよう

な部分については比較的理解がかみあっ

ていて、極端なテロリストでないかぎり守

創作者の「それは自分のもの」と考える価値観自体、

ある文化圏の価値観なのかもしれない。─寺本振透

パラレルワールドが存在し得るインターネット上では、

リソース分配のルールが単一ではない。─宮下佳之

I n t e l l e c t u a l

p r o p e r t y

r i g h t s
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ろうとしているわけです。

宮下：違う価値観を持った人たちのグル

ープが、各グループ間のインターフェイス

で交流していく。その過程でたぶん価値

観の違う人の間でも共感できる部分が増

えていく。こうして新しいグローバル化が

進むのかもしれませんね。

統一ルールを米国連邦法に学ぶ

寺本：米国はわれわれに対して彼らの価

値観をきわめて強力に押し付けているよ

うな印象を受けます。しかし、彼らの国内

を見ると、連邦法が関与できる領域という

のは合衆国憲法によってきわめて限定され

ているのです。違う価値観、あるいは領域

を持つ国同士、サイバースペースの人間同

士がなんとか共存していくための手続きの

設定方法については彼らのやり方につい

て、学べるところも結構あると思います。

宮下：リアルな世界では、物は唯一そこに

しか存在していなくて、そういう社会的な

リソースをみんなでどう利用していくかを

決めるためには、どうしても統一的なルー

ルを作る必要があると思います。インター

ネットのようなパラレルワールドが存在し

得る空間では、リソース分配のルールは必

ずしも単一である必然はありません。そう

いう意味で覇権主義的な自分のルールを

押しつけるようなことは決して望ましくな

いのではないでしょうか。

また、ルールにも２つ種類があります。

そのルールを見る人の行動の指針になる

ような行為基準的なものと、何かトラブル

が起きたときに、どういうふうに解決する

かの手続きの基準になるものです。行為

基準をあまり厳格にしていると、がんじが

らめになるので、ある程度は基本理念み

たいなものがいいと思います。

専門知識と効果的な資源配分

寺本：違う文化圏の考え方を理解するに

は、単なる評論家的な態度をとっているの

ではだめで、なんらかの専門知識を深く追

及することが必要ではないでしょうか。私

は、パートナーシップの形式を利用して資

金調達の手法を設計するのが専門なので、

なにかを創り上げた人と、なにかを利用

したい人との間で、共同事業が行われる

ために、どういう仕事や資源の配合をした

らいいか、という考え方からいろいろなこ

とを理解しようとしています。

宮下：結局世の中のルールは、どうやって

世の中の資源を効率的に配分、利用し、

その成果を分配するのかという根源的な

問題にかかわっています。資本主義の場

合には、市場原理を利用して、その問題を

解決しようとしているわけです。つまり、

金であれ、労力であれ、投資をした人は自

分の持っている資源を提供することになり

ますが、投資した資源の利用から生み出

される利益の分配を受けられます。その

ルールがあるからこそ、投資をする人は一

生懸命にどのように自分の持っている資源

を使ったらいいのかを考えて、投資が失敗

するリスクも覚悟のうえで経済活動をする

わけです。そうすることによって資源のも

っとも効率的な配分、利用ができるのです。

個人の持つ資源は、身体や財物でもあり、

それを処理する知恵やノウハウでもありま

すが、それをどう活用するかを考えたとき

に、その分野についていろいろなことを1

人でやろうとするとパンクしてしまいます。

自分がのめりこめる分野を大事にすること

をまず第一に考えたほうがいいと思いま

す。そのうえで世の中に対応するために

は、ほかの人と共同でやっていかなけれ

ばならないのです。共通の基盤を持った

者同士がそれぞれの思想を持って活動し

ていく。多様な価値観が存在する社会で

は、そういう体制が一番効果的なのではな

いでしょうか。
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突然ドメイン名が別人のものになった！

川崎和哉さんが、自社サイトとメールの

不調に気付いたのは10月上旬のことだっ

た。川崎さんの会社は音楽を幅広く扱うコ

ミュ ニ ティー サイト『 Oops! Music

Community』（ドメイン名：oops-music.com）

を運営しているのだが、前日まで問題なく

閲覧できていたサイトが、突然、つながら

なくなってしまったのだ。川崎さんが話す。

「これまでも、うちのシステムトラブルで

何度かDNSが引けなくなったことがあり、

最初は『またか』という程度の認識だった。

ところが、会社の技術者に調査させると、

DNSがデンマークのサイトを見に行ってい

ると言う。登録情報を確認すると、ドメイ

ン名の所有者が変わっている。前回の更

新時に何かミスをしたのかと思って、過去

のメールを調べたが、ちゃんと更新してい

た。もう、どういうことなのかまったくわか

らなかった」

そこで、川崎さんがドメイン名を登録し

たレジストラである「お名前.com」に問い

合わせてみた。

「はじめ先方は、うちにないドメイン名な

ので調べられないと言っていたが、そんな

はずはないと抗議したら、しばらくしてドメ

イン名の移転手続きが行われていると回答

してきた」（川崎さん）

もちろん、川崎さんサイドでは、そんな

ことをした覚えはない。「Oops! Music

Community」はコマースサイトではないが、

会社の看板を担うサイトである。川崎さん

本人が各種雑誌などで人気コラムを書い

ていることもあり、日常的に訪れるユーザ

ーも少なくない。当座の対処として、たま

たま「oops-music.com」と同時に申請して

いたドメイン名「oopsmusic.com」へユーザ

ーを誘導するようにメールを配信してしの

ぐことにした。とはいえ、ユーザーになじ

みのある旧ドメイン名が、勝手にどこの誰

レジストリ 
（VGRS） 

 

移行先 
レジストラ 

移行元 
レジストラ 

ドメイン 
所有者 

①ドメイン所有者は移行先レジストラに対
して、レジストラ変更の申請をする。 
②移行先レジストラは、自社の定めたルー
ルに基づいて、申請者がドメイン所有者
本人であることを確認する。 

③移行先レジストラはレジストリに対して、
レジストラ変更の申請をする。 
④レジストリは移行元レジストラに対して、
レジストラ変更の許諾を問い合わせる。 
⑤移行元レジストラは、許可するか拒否す
るかを回答する。 
※5日以内に回答がない場合は、許可
とみなす。 

⑥移行元レジストラの了承を受けて、レジ
ストラ変更を行う。 

① 

② 

③ 
④ 

⑤ 

⑥ 

Text : 井上俊幸　

図1  レジストラ変更の流れ（.com/.net/.orgの場合）
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ともわからない人物に横取りされたことに

納得いくわけがない。そこで、「お名前.com」

に対して原因の究明と責任の所在を明ら

かにしてくれるように頼んだ。

「でも、はじめに対応した窓口担当者は、

詳細につきましては一切わかりかねる状態

だと言う。なんとか粘った末、ようやく事態

のアウトラインが見えてきた」

手続きは確認もなく進められた

いったい、なぜ、いつの間に、ドメイン名

が元の所有者の確認を経ないまま所有者

が移転されてしまったのだろうか？

今回のケースでは、実はドメイン名の登

録機関であるレジストラの変更とドメイン名

の所有者の変更の2つの手続きが行われ

ている。具体的にはデンマークのレジスト

ラであるSpeed Names社によってお名

前.comから同社へレジストラの変更が行

われ、その後でドメイン名の所有者を川崎

さんから別人に変えるという、少々複雑な

ことを行っているのだ。この2つの手続き

は移行先のレジストラであるSpeed Names

社が行うものであり、違法性はない。だだ

し、移行先のレジストラはドメイン名所有者

の申請に対し、申請者がドメイン名所有者

であるかの本人確認を行ったうえで、手続

きを行わなければならない。そして、その

本人確認の方法は、移行先のレジストラが

個別に決めたルールに基づいているので

ある。たとえば、お名前.comを含め日本で

は、印鑑証明の提出など厳重な本人確認

を行なっているレジストラもあるが、海外

では、メールで申請するだけでよいという

レジストラもあるという。今回、川崎さんは

申請もしておらず、Speed Names社から

の本人確認の手続きがあった形跡もない。

.comのように誰でも取得できるgTLD

は、VeriSign Global Registry Services

（VGRS：旧Network Solutions Inc.）が管理

組織（レジストリ）となっている。VGRSの

定める移行元レジストラ側での対応につい

て、「お名前.com」の運営母体であるグロ

ーバルメディアオンラインの今田香苗さん

は、次のように説明する。

「gTLDのレジストラ変更の場合、現ドメ

イン名の所有者の了解が得られているとい

う前提があるので、料金トラブルなどの客

観的に正当な条件をのぞいて、移行元の

レジストラには移行を拒否する権利はあり

ません。基本的に移行先レジストラが主導

権をもって処理を行います。これは、円滑

レジストリ 

ドメインデータベースの 
維持・管理 

 

VGRS（旧NSI） 
＜.com/.net/.org＞ 

Afilias 
＜.info＞ 

NeuLevel 
＜.biz＞ 

JPNIC 
＜.jp＞ 

JPRS 
＜.jp＞ 

レジストラ 

レジストリにドメインデータの 
登録・変更を行う 
登録変更依頼 

Speed Names GMO
×××社 

（指定事業者） 

ユーザー 

※1 .co.jpなど地域属性型JPドメインの管理。2002年4月にJPRSに業務移管の予定。 
※2 日本語.jpを含む汎用JPドメインの管理。 

ユーザー 

VeriSignレジストラ 
（旧NSI） 

ユーザー ユーザー ユーザー 

※1 ※2

図2 レジストリ－レジストラモデル
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に移行を進めるためにレジストリである

VGRSが決めたルールであり、レジストリレ

ジストラ合意書で規定されています（図1）。

手続きとしては移行先のSpeed Names社

の依頼を受けて、VGRSが移行手続き確認

のメールを移行元のお名前.comに送りま

す。そして5日以内にお名前.comが承認ま

たは非承認の返答をします。5日以内にお

名前.comが返答をしない場合、承認した

とみなされます。今回の場合、当社と川崎

様との間にはドメイン登録以外の契約関係

はなく、川崎様の実際の意図を知る余地も

なかったため、上記で言う客観的に正当

な拒否事由はありません。したがって、手

続き通り自動的承認となりました」

つまり、移行先レジストラのルールによ

っては、簡単にレジストラの変更やドメイン

名の変更ができるうえ、現在登録している

移行元レジストラは、基本的に拒否できな

いような仕組みになっているのである。

ルール作りはレジストラ任せ

川崎さんはまだ納得できない様子だ。

「今回の件が起こる直前、メールアドレス

を変更していたので、手続き確認のメール

が変更前のメールアドレス宛てに発送され

ていて、結果的に自分が見落としてしまっ

ている可能性はあるとは思う。それにして

も、私がメールを返信していないというこ

とは、常識的には、許可していないという

ことと同じなのではないか。『Oops! Music

Community』はコミュニティーサイトだった

が、もしコマースサイトだった場合、収益が

なくなり、会社の屋台骨をゆるがすもっと

深刻な事態も想定できる。こちらから損害

賠償の請求しようにも、その費用と時間を

割く体力のない中小の団体や個人は泣き

寝入りしかないのか。なによりも、登録窓

口のレジストラにあずかり知らないと言わ

れてしまえば、打つ手がなくなってしまう」

前述のように.comの場合、管理・発行す

るレジストリはVGRSだが、個別ユーザー

との具体的な契約条件については、それ

ぞれのレジストラが決めている。.comドメ

インはレジストラによってサービスレベル

がまちまちで、登録などの手続きが楽なぶ

んルールがゆるく、トラブルの元になってい

るという専門家もいる。

.comを取るならば、文字列だけではな

く、DNSの運用などサービスをどのような

ポリシーでやっているか、ユーザー自身が

それぞれの知識や求めるサービスの期待

Administrative Contact：管理責任者 ドメインの運用上の責任者にあたる。各種手続きの連絡が来るため、所有

者の名義でない場合は、サーバー移行の手続きができないこともある。

Technical Contact：技術担当者 ドメインの技術的な窓口にあたる。申請代行者やレジストラが登録される

ことが多い。レジストラによってはDNS移行の確認メールが送られるので、

サーバー移行の際には注意が必要。

Billing Contact：請求担当者 ドメイン維持費請求などの連絡先にあたる。カード引き落とし支払いを行

うレジストラの場合、記載されないこともある。ドメイン維持費の請求通知

が届くので、気付かず未払いのままだと、ドメインが取り消しになる。

ドメイン名の登録情報には細心の注意を

ドメイン名を検索して表示されるwhoisの情報には、所有者名義やDNSサーバー情報のほかに、表にあるような
各種手続きに関する担当者情報が表示される。これらの担当者情報は、ドメイン名を維持していくうえで非常に
重要である。これから取得する場合には、担当者の登録にも注意を払うべきである。また、すでに取得している
ドメインの担当者情報についても、不都合がある場合には、レジストラの定める手続きに従って、適切な担当者
に変更したほうがよいだろう。

D o m a i n  
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値によって業者を選ぶことが、トラブル防

止のためには不可欠ということだ。値段が

高い、安いということの裏には、サポート体

制の違いなどそれなりの理由がある。それ

にしても、レジストラによってユーザーとの

契約内容が異なるというのは、あまり知ら

れていないのではないだろうか。

レジストラの陣取り合戦勃発

どのような理由でこうした形態が採用さ

れているのか、世界のドメイン名の実情に

詳しい日本ネットワークインフォメーション

センター（JPNIC）JPドメイン名担当理事の

坪俊宏さんに説明を聞いた。

「ドメイン名の管理・登録について、その

業務を1社による独占から他社にも開放し

ようということで、1999年にレジストリ―レ

ジストラモデル（図2）がICANNの理事会

で採用されました。サービスと価格に競争

を導入して、ユーザーの選択肢を増やそう

ということです」

ところが、そのなかで、レジストラどうし

によるユーザーの獲得合戦が起こってしま

った。本人確認がレジストラごとのルール

に基づくため、申請者の本人確認やユーザ

ーへの説明を十分に行わないまま、自社の

扱いに変更してしまうのである。VeriSign

レジストラは、同社からほかのレジストラ

に移った顧客に対して行ったアンケートの

結果を2001年7月にICANNに提出した。

それによると、アンケートに回答のあった

800件中、24パーセントがレジストラ変更

の申請をしていないと答え、うち3分の1は

レジストラが変更になっていた事実すら知

らなかった。ただし、所有者の名義に変更

はなく、今回のように所有者ごと変わって

しまうケースは大変に珍しいという。

レジストラ変更について坪さんは次のよ

うに話す。

「レジストラ変更について言うと、移行元

レジストラが、登録者に確認をして、登録

者が認めていない場合には拒否できます。

ここで問題なのは、5日間という回答期間

が適切かということと、この間に移行元レ

ジストラがどのような判断・行動をとるかだ

と思います」

ドメイン名を「取る」から「守る」へ

最終的に、川崎さんのドメイン名「oops-

music.com」の件は、Speed Names社が

お名前.comに対して全面的なミスである

と認めて、約1か月後に無事に戻すことで

一応の解決をみた。しかし「どういった本

人確認を行ったか、ミスの原因は何であっ

たか」についての当編集部からの問い合わ

せに対してSpeed Names社からはいまだ

回答はない。

「でも、デンマークの業者とトラブルにな

ったといって、何語で誰に交渉すればいい

のか、普通はわからない。ユーザー側もリ

スクヘッジとして複数のドメイン名を持つ

などの自衛策は必要だろうが、もう少し何

とかならないものか」（川崎さん）

たしかに日本語で手軽に取得できるよう

にはなったが、ドメイン名は世界共通で使

われるものゆえ、日本国内だけでは解決で

きないトラブルは今後も増え続けるだろ

う。現状のルールにのっとって手続きを行

ったお名前.comに非はなく、未整備なルー

ルの被害を受けたとも言える。こうした変

更手続きのトラブルはICANN内部でも問

題になっており、解決に向けての検討が来

年から進められる予定だという。なお、

GMOでは今回の事態を重く見て、お名

前.comからレジストラ変更を希望するドメ

イン所有者に確認が取れない場合に、

VGRSからの問い合わせに対してレジスト

ラ変更を拒否することを決定している。

ドメイン名の商標の問題ではWIPOとい

う調停機関が機能し、秩序化されてはいる

が、グローバルルールとローカルルールが

混在するドメイン名登録手続きのあり方は、

まだまだ見直されるべき段階にあると言

えるだろう。
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対インターネットは構造的にグローバルな

メディアだ。IP（インターネットプロトコル）

に国境は定義されていないから、飛び交

うパケットの国籍の区別はつかない 。し

かし、人間が現実に生きる世界には国境も

国籍もある。「サイバースペース」がいかに

ボーダレスになろうと、そうしたリアルワー

ルドを規定するさまざまなルールや制約か

ら完全に自由になることはできない。この

サイバースペースとリアルワールドを結ぶ

環ともいえるインターネットは、だれがどう

責任をもって管理、運用すべき

か。それも、グローバルに。こ

れが、世界のインターネット関

係者が直面している課題だ。ド

メインネームやIPアドレスなどの

「インターネット資源」をどう管理す

るかという問題に議論が集中し、

多くの人々のエネルギーが投入さ

れてきた。そしてドメイン名などの

インターネット資源の管理方法を決め

る民間非営利組織、ICANNが設立された。

そもそもこのICANNはどのような思想で

設立されたのだろうか。ここではICANN

の枠組決定に深くかかわったアイラ・マガジ

ナー氏にグローバル社会のガバナンスの

意義について聞いた。

会津：あなたはヒラリー夫人と医療改革に

取り組むなど、一貫して改革を仕事にして

きましたね。

マガジナー：前向きな変革の実現が仕事の

目標でした。はじめて政府の仕事をしたと

きも、ただの管理業務ではなく、新しい制

度の導入を使命にしました。

会津：ドメイン名の管理を、米国政府の管

轄から国際民間組織に移行しようとしたの

はなぜだったのですか。

マガジナー：インターネットを本当の意味で

グローバルなものにしようというのが第一

の理由でした。第二に、ITU（国際電気通

信連合）が当時はインターネットをまったく

認めていなかったので、従来型の国や政

府を単位とした官僚的国際組織には任せ
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られなかったのです。第三に、IETFや

IABなどの民間組織がインターネットを支

えていたので、それをモデルに、当事者同

士が柔軟に運営する民間組織が望ましい

と思ったからです。1998年開催のジュネー

ブのINET（ISOCの国際会議）で、インタ

ーネットの真のパワーは個人に最大限の自

由を与えると学び、それを基本原理に、イ

ンターネットのボトムアップの精神を生か

し、利害関係者が広く集まって調整する組

織が必要だと思いました。

会津：欧米社会とは違い、アジアは政府と

民間をそう明確には分けられない。インタ

元米国大統領特別顧問

Ira Magaziner  [アイラ・マガジナー]
米国クリントン大統領の特別顧問として、インターネット政策全般を担当。ドメインネームの管理

組織であるICANN は、彼が中心となってまとめた「ホワイトペーパー」の趣旨を受けて、関係

者が国際的に集まって設立された。

ーネットも、いまでも政府資金で運用され

ているところが多い。だからあの頃、

IANAのジョン・ポステル氏に「政府を介在

させないと、かえって問題が起きる」と訴

えていたのです。

マガジナー：民間に任せるものは任せます

が、場合によって政府が関与する必要も残

ると思います。課税問題でもOECDでそう

いう議論をしてきました。

インターネットの商用化が93年に始まっ

たのを受けて私がインターネットの政策形

成に着手したのは94年の前半でした。最

初の2年間は幅広いコンセンサスづくりに

人 類 初 の 実 験

G L O B A L
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GLOCOM主幹研究員
photo: Tsusima Takao

会津 泉 [あいず・いずみ]

ICANNの設立プロセスにアジアの視点を中心にかかわり、最近ではデジタルデバイドを取り

上げた「G8ドットフォース」の活動にNPOとして加わり、いずれも「ネットの恩恵は先進国に偏

在して享受されるのではなく、よりグローバルに等しく分かちあうべきだ」と主張。

時間をかけました。省庁間のプロジェクト

チームを立ち上げ、電子商取引とインター

ネットの政策を出しました。

ドメイン名の管理問題も、訴訟が多発し

て問題が深刻になろうとしていました。ア

ドレスの割り当てを行うIANAを抱えてい

た南カリフォルニア大学の学長が独禁法違

反の疑いで告訴され、政府に保護を求め

てきました。IANAの運用資金は政府が出

していたのです。ルートサーバーの運用体

制や急増する商用利用の対応など課題が

山積し、このままではインターネットのグロ

ーバルな安定運用が損なわれるというの

が最大の危惧でした。たしかな法的根拠

をもった民間組織が必要だと考えました。

そこで基本方針をまとめて原案として発表

し、世界中で議論してもらい、その意見を

取り入れて最終案にしていきました。それ

がICANN設立の契機となるホワイトペー

パーに結実したのです。

会津：インターネットを活用した方法上の新

しさに加えて、実現しようとした組織の内

容も独自の新パラダイムに基づいていたと

思うのですが、クリントン政権でも他には

その考え方はなかったのでは。

マガジナー：新しかったと思います。初期

には閣僚でネットの本質を理解している人

はまずいなかったと言えます。ただし、民

間に委任するといっても、法律上の責任を

すべて放棄するわけではないのです。そ

こは誤解されたくない点です。ICANNも、

あくまでも委任で、なにかあれば政府の介

入は可能ですし、米国だけでなくEUも日

本政府も含めて、責任もあります。ただ、誰

も現実にどの方法が最善なのかわからな

かったので、とにかくトライしてみようとい

うことで始めたのです。

会津：ICANNを実際に作りあげるには、大

勢の大変な苦労があったわけです。私が

関わった会員制度も、まだ結論が出ていな

い。そのICANNの枠組みを決めた責任者

として、現状をどう見ますか。

マガジナー：ICANNはもう私の手を離れ

たので、あまり語る資格はないと思います

が、これまでの結果には満足しています。

役員会を非公開にしたことで正統性を傷

つけると厳しく批判されましたが、その後

は国際的な正統性も確立されたと思いま

す 。振り返ると、ネットの安定運用が確保

されてきたことは驚異的なことでした。当

時は、インターネットの機能が損なわれる

と、真剣に心配していたのです。ICANN

は、私が取り組んでいた課題のごく一部で

した。電子商取引、ネット上の消費者保護、

プライバシーなど経済上の問題が大半を占

めていた。ただ、ICANNが他の分野にも

一定の先例を作ったとは言えるのではな

いでしょうか。

■対談を終えて

マガジナー氏は、ここ数年ICANN関係

の集まりには出なかった。しかし、昨夏の

アスペン研究所が主催した、インターネット

の超国家性をテーマとした「合宿」で久し

ぶりに再会して、それがこの対談につなが

った。彼はICANNの現状にはかなり肯定

的だ。

私は必ずしもすべては同意できないが、

かといってICANNの成果を全否定するも

のでもない。途上国の参加支援など、グロ

ーバルな視点をあくまで追求したい。

ガ バ ナ ン ス へ の 挑 戦 text : 会津 泉

G O V E R N A N C E
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絶対に認めない50年間の秘密

「echelon」とは、米国のNSA（国家安全

保障局）を核にして、英語圏の国の諜報機

関が協同で運用しているとされる、国際通

信諜報ネットワークの暗号名だ。すでに新

聞などでechelonに関する報道に触れてい

る人もいるだろうが、長らく噂の域を出な

かったその存在が事実として認識され始

めたのは1997～1998年頃からのことだ。

当のNSA自体も1970年代に米国政府が存

在を公式に認めるまでは、まったく極秘の

存在だった。NSAは現在も建物の撮影が

禁じられているような組織だが、それでも

ウェブサイトで人員の採用情報を公開する

までになっている。

またechelonについても、その正体が明

らかになったのは、1948年に秘密に締結

されたというUKUSA（英国－米合衆国）

協定以後、実に50年以上を経てのことだ。

スパイ読み物などがまことしやかな噂とし

て報じたあと、1996年にニュージーランド

の市民運動家であるニッキー・ヘイガー

が、著書『シークレット・パワー』で、

echelonに関与、従事した元軍人らの話を

まとめ、それが起爆剤となって世界中の人

権活動家などから批判の声が上がるよう

になった。

ちなみに、“echelon”の表記について当

初は日本語でもいくつかの表記が混在して

いたが、「エシュロン格子」（分散性回折格

子）という理学分野での読みからカタカナ

の“エシュロン”が定着している。しかし、

ここでは、この問題に関して重要な記事を

執筆している佐藤雅彦氏、あるいはサイバ

ーX編集部の指摘に準じて英文表記とす

る。（佐藤雅彦「国際電脳スパイ体制『エシ

ェロン』を取り巻く問題状況」記事、「サイ

バーX」2000年1月号『ITの闇』、工学社）

米国国家安全保障局（NSA）
www.nsa.gov

Privacy of surveillance society

text : 福冨忠和
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日本も関与する、その正体

コードネーム「echelon」という国際的盗

聴ネットワークの存在が公認されたのは、

1998年の欧州議会に提出された通称

STOA（科学技術選択肢アセスメント）レポ

ートと呼ばれる「民衆支配テクノロジーの

実態調査（中間報告）」が最初だ。ここで、

欧州全域の電子メールや電話、ファックス

などが英国の諜報機関であるGCHQ（政府

通信本部）の支援を得て、NSAによって盗

聴されていることが初めて明らかになっ

た。その後の調査も含めて総合的に考え

ると、echelonはNSAが管理して英国の

GCHQ、カナダのCSE（通信保全機構）、豪

州のDSD（防衛通信総監部）、ニュージー

ランドのGCSB（政府通信保全局）が、1948

年のUKUSA協定に基づいて共同で運用

してきた。この5か国のほか、サードパー

ティーとしてはオーストリア、タイ、韓国、ノ

ルウェー、デンマーク、ドイツ、イタリア、ギ

リシャ、トルコ、日本が施設提供などで協

力しており、日本では三沢基地に通信衛星

傍受用のシステムが設置されている。

このように世界各地の盗聴基地で、衛星

や無線など通信回線を盗聴して得られた

情報は、音声認識（光ファイバーの場合は

OCR処理）などの処理を経たのち、米国内

のNSA施設またはメンウィズヒル、ロンド

ンなど英国内にあるコンピュータに送られ

る。そこで運用されている「echelon辞書」

によって、あらかじめ特定された単語やフ

レーズがあるものを弁別して個別に解析

されたあと、各国に返送される。echelon

辞書までのシステムは、インターネットの検

索サービスのような仕組みだ。

加えて、その後の欧州議会による報告書

「西暦2000年における通信傍受能力」など

によれば、現在のechelonの仕組みが生ま

れたのはここ20年来のことであり、CIAも

衛星通信の盗聴などを独自に研究してい

るので、別途に運用されている可能性も

あることがわかってきている。こうした流

れと前後して、ACLU（米国自由人権協会）

により、FBIが運用する米国内向けの同じ

ような盗聴システム「カニヴォー」

（Carnivore、またはDCS 1000）の存在も

明らかにされた。

またEUの報告書では、サードパーティ

ーとして参加しているはずの日本の通産省

サーバーがCIAによってクラッキングされ

益田洋介君

国務大臣

（田中眞紀子君）

益田洋介君

国務大臣

（田中眞紀子君）

外務大臣、お聞きになったことがありますか、echelonという通信傍受システム、これはアメリカの安全保障局、NSAが開発しているものでご

ざいますが、最近台湾にこれが設置されたことがわかって、目的は明らかに中国と日本だということがわかったわけでございます。ですから、もう

これは他山の石というふうな問題ではなくなってしまったわけです。パラボラアンテナが新型でも15メートルから18メートル必要になって、これ

は民間通信の傍受用だと見られています。

29日、欧州議会の特別委員会にこのechelonについての調査報告書が提出されました。問題は、個人や企業のプライバシーを守るかどう

か、これは欧州人権憲章に違反するという結論がこの報告書には出されて、関係国の自制を求めるべきだということまで付記されております。

現在、この報告書が調査結果として発表した該当する基地、パラボラアンテナを設置した基地というのは、アメリカのシュガーグローブ、イギリ

スのメンウィットヒル、それから日本の三沢基地にもこれは設置されていると、こういう報告、世界11か国、11か所だと言われております。

私も、今日の朝刊でしたか、これについて載っているものがあったと思いまして、たしか今朝だと思いますが、読んでびっくりいたしましたけれど

も、でもこの事実関係は正しくはまだ承知しておりませんので、しっかりとフォローアップしていかなければならないというふうに今思っております。

イギリスとフランスから参加している欧州議会の特別委員会の委員は、防諜条約の締結をするべきじゃないかというふうな提案もされています。

ですから、ぜひこれは外交チャンネルで問い合わせて調査をしていただいて、もしそういうことがあるんであれば、三沢の米軍基地にまでそうい

うものが設置されているんであれば、これは重大な問題ですから、抗議をしていただかなきゃいけないんで、とりあえず、まだいろいろなことでお

忙しいでしょうけれども、この件についての調査もお願いしたいと思います。よろしいですか。

フォローいたします。

議事録から抜粋、引用　＊益田洋介＝衆議院議員（公明党）、国務大臣＝田中眞紀子衆議院議員（自由民主党）

参議院外交防衛委員会（2001年5月31日）におけるechelonについてのやりとり
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た例、日米自動車交渉時のCOMINT（コミ

ュニケーション盗聴）の例などが指摘され

ている。echelonに関する報告書を書いた

ダンカン・キャンベル氏によれば、このほか

「国際入札時に、米国が最終入札したケー

スでは日本の企業や省庁がechelonに盗聴

されていたと考えられる例がある」と言う。

しかし、キャンベル氏も言っているが、

echelonが世界中すべての通信コミュニケ

ーションを盗聴することは原理的に不可能

で、いくつかの資料では衛星回線を中心に

断続的に運用されているに過ぎないこと

が指摘されている。こうした運用の中で、

検索サービスと同様の辞書システムがテロ

リストなどの通信を「確率的」に特定する

のが現在のechelonだと言えるだろう。コ

ンピュータによるプロファイリングである。

それにしても、一般市民の通信がある程

度網羅的に盗聴されていることは間違い

なく、メールに特定の言葉を書きこんだた

めに無関係な人物が家宅捜索を受けた、

といった例も噂半分ながらある。

また、9月11日のテロ事件後に米国でス

ピード採決された「テロ対策法」に見られ

るように、非常時や有事を根拠とした安全

保障上の盗聴権限の拡大も企図されてい

る。それがそのままechelonの拡大を意味

するのだとすれば、昔ながらのピンポイン

トの盗聴とは違い、ひたすら個人の通信プ

ライバシーが侵害される範囲が、世界規模

で広がっていくことになるのだ。

いいカモにされる日本の安全保障

私自身がechelonについて知ったのは、

盗聴法（通信傍受法）の成立の過程だった。

法務省が示した組織犯罪対策関連法案に

関しては、すぐに市民団体などから反対の

“のろし”が上がったことは記憶に新しい。

しかし当初、この法案の背景には、アルシ

ュサミット以来の国際犯罪に対する先進国

の協調に関する議論の中で、マネーロンダ

リングやテロ対策として「電子的監視」を強

化する体制作りを考えることがあった。今

にして思えば、この協調体制作りから盗聴

法成立にいたる経緯には、インターネット

の拡大によって国際電気通信網が肥大し

た結果、相対的に効力を弱める可能性も

あるechelonの存在が大きくかかわってい

ると言わざるを得ない。

echelonが日本国内の通信までを傍受し

米国人権協会（ACLU）
www.aclu.org

ニューヨークタイムズ紙にACLUが出した広告
「あなたと相手、政府の3者通話機能がつきました」

Privacy of surveillance society
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ているとすれば重大な内政干渉だし、協

力している可能性のある防衛庁や内閣調

査室といった機関は、もちろん日本の憲法

や電気通信事業法に違反していることに

なる。また、国際レベルでもITU（国際通

信連合）憲章などの取り決めに反している

ことになるだろう。

そういうこともあり、EU報告書などを受

けた新聞報道がさかんになって以後、

echelonの問題は国会でもかなりの回数取

り上げられた。私自身、2000年11月7日に

「高度情報通信ネットワーク社会基本法」の

衆議院内閣委員会で、参考人として意見

陳述する際、社民党の原陽子氏の質問を

受けてechelonに言及している。このほか

議事録データベースで、「echelon」「NSA」

などを検索して議事録を読んでみれば、政

府や内閣の答弁はほとんど曖昧模糊とし

ており、田中外務大臣の例（囲み参照）の

ように、実際に知らないのか、とぼけてい

るのか不明であるという印象しか残らな

い。推測すれば、こういうことだ。首相な

どトップ閣僚以外では、防衛や公安関連の

一部の人間にしか知らされぬまま、日本の

拠点提供などの協力で国内通信に対して

も運用されてきたのがechelonだった。

しかし、多くのテロ事件を事前察知する

こともできずに、安全保障上の機能は果た

せていない。むしろ、セキュリティー対策

のあまり高くない国内企業の情報がNSA

によって盗聴され、国際経済における米国

の企業と政府の連携による「米国式護送船

団方式」を形成してきたと考えられる。日

本政府はNSAにとっていいカモだ。

情報化社会の中で、プライバシーを守る

ことが個人レベルの安全保障として前にも

増して重要になりつつある。それを先進

国の国家群による諜報システムが踏みにじ

ろうとしている。9月11日のテロ事件の犠

牲者、およびアフガン戦争での民間人犠牲

者には深く哀悼の意をささげるが、同時に

こうした悲劇を防ぐ手立てとして、echelon

やさまざまな諜報機関の活動が効力を発

揮してはいない。さらには、クリントン政権

のGII（地球情報基盤整備）にあるような、

デジタルデバイド解消と銘打った一見健全

な地球レベルの情報化推進の裏で、その

理念に逆行するかのような米国を中心とす

る「諜報」覇権体制が形成されつつあるこ

とを、いま指摘しなければならない。

首藤委員

田中国務大臣

首藤委員

田中国務大臣

首藤委員

もう時間もないので、では、最後の質問ですよ。外務大臣にお聞きします。この問題、EP3（米海軍の偵察機）がやった情報収集とアメリカが同じよう

に目指しているechelonとの関係は何ですか。これはヨーロッパで重要な問題で、外交課題ですから、防衛課題ではなくて外交課題ですから、ぜひ

お答え願いたい。

私の認識では、echelonとの関係は、直接関係は比較できないと思いますが、トータルの意味では考え得ることかとも存じます。

どうして関係ないのか。さっきから私が最初から最後まで、35分間言っているのは、まさにそのことでしょう。RMA（軍事革命）から始まってここに至るま

で、みんな同じじゃないですか。どうしてechelonが関係ないと言えるんですか。

衛星通信傍受をやっているであろうechelonによる通信傍受活動といったことの事実は、私どもは全然承知していないんですよね、現段階で。ですか

ら、わが国としても、本件についてはちゃんとフォローはしていくべきだというふうに思いますが、お尋ねの質問がしっかりと整合性のあるものだというふ

うにはちょっと私には思えません。

もう時間が来ましたので、私はこれで終わりますけれども、また原点に戻って言いますけれども、私の35分間というのは一貫してこの点を聞いているん

ですよ。日本にとっての安全保障というのは何か。今までのように銃を持ち、鉄かぶとをかぶっていくのが安全保障ではなくなってきているんですよ。ま

さにRMAに代表されるような、軍関係のものにおける技術革新、そして、この中においてもっとも重要性を持っているのは情報であって、情報を収集す

ることがすべてになってきているわけですよ。

ですから、ミサイル防衛システムに関しても、今進められているのは、ミサイルが発火して引火して飛んでいく90秒じゃなくて、むしろ、電波障害によって

発射させないシステムというのが今すごく研究されているんですよ。そのためにこそEP3も飛んでいて、そのためにこそechelonもあるわけですよ。

そういう大きな枠組みで、今、防衛体制、安全保障システムがあるのに、それに対してまだ十分に日本の安全保障システムが機能してないし、世の中が

そうなって、ヨーロッパでも必死になってechelonに対して、攻撃をどうするかということで、対応を考えている。アメリカの軍事上の、安全保障上の、

要するに独裁を回避するためにやろうとしている。そういうものに対して、日本は、外務大臣として、外務大臣、行ったときに真っ先に触れられるのはこ

こですよ。ここをしっかりしないと、アメリカに行っても意味がないですよ。フェースツーフェースといっても、1時間会って気持ちが通じるのは恋人同士だ

けですよ。

議事録から抜粋、引用　＊首藤委員＝首藤信彦衆議院議員（民主党）、田中国務大臣＝田中眞紀子衆議院議員（自由民主党）

151回衆議員安全保障委員会（2001年6月14日）におけるechelonについてのやりとり
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フリーソフトウェアフィロソフィー

GNUプロジェクト創設者

text :御手洗大祐 / photo: Kaizuka Jun-ichi
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私が初めて「ソフトウェアは、ソースコー

ドが公開されてフリー（自由）になるべき」

と考えたのは、MIT（マサチューセッツ工

科大学）の研究者のころだ。もっと具体的

に言えば、もらったプリンターのドライバー

を改良しようとしたが、NDA（秘密保持契

約）をドライバーを開発していた企業と結

ばなくてはソースコードを閲覧できないと

言われたときに「ソフトウェアは絶対に公開

すべきだ」と思ったね。

でも、多くの人は商業ソフトウェアを利

用するときに、ソフトウェアの元となるソー

スコードが公開されていないことに疑問を

持たないだろう。しかし、ソフトウェア開発

者から見れば、ソースコードが公開されず、

仕組みを把握できない商業ソフトウェアは

信用できないのだ。たとえば、トラブルが起

こったときに、原因がOSにあるのかアプ

リケーションにあるのかがわからなくなる

し、ソフトウェアを開発していた企業が倒

産したときに、誰もそのソフトの開発を引

き継げなくなる。ほかにも、高度なソフト

ウェア技術に触れることがプログラマーを

志す人にとって非常に困難になり、ソフト

ウェア技術の発展を阻害するなど、ソース

コードを公開しないことによる弊害は山の

ようにあるのだ。

もちろん、ユーザーにもデメリットがあ

る。ソフトウェアがブラックボックス化され

るので、そのソフトの利用者はセキュリテ

ィーの把握が正確にできない。もし、使っ

ているソフトウェアの中に、ユーザーの許

可なく個人情報を取得するようなプログラ

ムが隠されていたら、いったいどうすると

いうんだい。

ただ、注意してほしい。英語の「Free」

は、「自由」のほか「無料」という意味も持

つために誤解されやすいが、私が代表を

務めるフリーソフトウェアファウンデーショ

ン（FSF）では「自由」という意味で利用し

ている。そのうえでFSFは「ソフトウェアの

自由」を「利用、改変の自由」「配布の自由」

「コミュニティー構築を手助けする自由」か

ら構成されると定義している。

これらの要素が保障されない現状を打

破するために続けられているのが、私の創

設したフリーなOSを開発する「GNU

（GNU is Not Unix）プロジェクト」だ。こ

れを広く推し進めるのもFSFの重要な役

目となっている。

ちなみに言っておくが、近年の「Linux」

の普及を背景に広く認知されている「オー

プンソース運動」だが、FSFとオープンソ

ース運動は別のものだ。オープンソース運

動の目的が「オープンソースで作られたソ

フトウェアの普及」なのに対し、FSFは「ソ

フトウェアの自由」という哲学を広めること

が目的だからだ。

そのために、最近のGNUプロジェクト

が力を入れている仕事の１つに、フリーソ

フトウェアでマイクロソフトが目指すウェブ

サービス構想「.NET」を実現しようという

試み「DotGNU」がある。「.NET」は技術的

に優れていて基盤的な技術であればある

ほど、マイクロソフトが市場を独占するリ

スクを孕んでいる。そうなれば、そのうえ

で動くソフトウェアを開発しようとする人

が、開発費用をマイクロソフトに支払わな

くてはならなくなる可能性がでてくる。

「DotGNU」が実現されれば、基盤技術で

「ソフトウェアの自由」が保障され、そのう

えで動くソフトウェアを作るひとは自由にプ

ログラムを書けるようになるだろう。すば

らしい仕組みだと思わないか。

しかし現在、DM C A（ D i g i t a l

Millennium Copyright Act／ デジタルミレ

ニアム著作権法）の成立やソフトウェア特

許の問題など、ソフトウェアの自由を確立

するうえで障害となるものは山積している。

だが、世界的なフリーソフトウェアに対す

る関心の高まりに合わせて、ソフトウェア

の自由を求める活動が着実に広がってい

る。ソフトウェアのソースコードは企業な

どに独占されるのではなく、各開発者に広

く活用され、分散されたほうがいいと考え

る人間が多くなってきているのだ。だから

今、人類に富と豊かさや幸福をもたらすソ

フトウェア工学知識の活用を推し進めるた

めにも、FSFの活動の意味をより多くの人

に理解してもらいたいのだ。

Richard Stallman  [リチャード・ストールマン]
GNU（GNU's Not Unix）プロジェクトの創設者で、GPL

（GNU一般公共使用許諾）ライセンスの提唱者。ほか、

FSF（Free Software Foundation）代表。
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現在、着々と進んでいる「国際宇宙ステーション（ISS）計画」。アメ

リカ、ロシア、日本はもちろん、フランスなどのヨーロッパ各国から

ブラジルまでが参加して、1つの大きな居住空間を衛星軌道上に

作ろうとしている。

現段階では各国の選び抜かれたエリートである宇宙飛行士だけが

滞在する空間と想定されているISSだが、もし近い未来、多様な文

化を持った、ごく一般の人たちが移住してくるとしたら、はたして

この空間はどのような社会システムになってしまうのだろうか。

インターネットで世界が小さくなり、多くの違う背景を持った人た

ちが直接触れ合うことのできる未来のサンプルとして、現在の「宇

宙ステーション計画」を見てみよう。

宇 宙 ス テ ー シ ョ ン は
未 来 の
オ ー プ ン ソ ー ス だ ！

text : 大狼章弘 illust. : Hagiwara Kei
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宇宙は競争の時代から共有の時代へ

90年代初頭までの宇宙開発は、旧ソビ

エト連邦とアメリカ合衆国がしのぎを削り

あう覇権争いの歴史だった。現在、「人類

共通のインフラ」と銘打って研究開発が進

んでいる「国際宇宙ステーション（ISS）計

画」が立ち上がったのも、この覇権争いの

真っ只中だった。1984年、時のアメリカ大

統領であったロナルド・レーガンがロンド

ンサミットの席上でISS計画を呼び掛けた

ことにより、1985年にはカナダ、ヨーロッパ

各国、ブラジル、日本が参加を表明。その9

年後に冷戦体制は崩れロシアもこの計画

に参加することとなる。この時期からISS

計画は一気に「国際協力の象徴」という意

味合いを強めていく。

実際、各国が得意分野としている先端技

術を提供することでISSは完成に近づいて

いる。たとえば、提唱国であるアメリカが提

供する技術は実験モジュール、居住モジュ

ールなど。ロシアはFGB（Functional

Cargo Block）と呼ばれるコントロールモ

ジュールやトイレ、洗面設備の付いたサー

ビスモジュールなどを担当。そして日本宇

宙開発事業団（NASDA）は実験モジュー

ル「きぼう」を提供。そのほかヨーロッパ11

か国が集まった欧州宇宙機関（ESA）は日

本と同じく実験モジュールを、カナダはロ

ボットアームをといった具合だ。

しかし、改めて考えると「人類共通のイ

ンフラ」と冠はついているものの、現状で

は先進16か国だけでISSを進めている形

だ。これでは真の意味で「人類共通のイン

フラ」とはならないのではないか。

この疑問に対して日本のISSの窓口であ

るNASDAは以下のように語る。「来年の4

月、南アフリカ国籍の実業家シャトルワー

ス氏が、建設中のISSに10日間滞在する予

定です。このように、ISS計画参加国以外の

国籍を持つ個人でも搭乗することが可能

になっています。今後、さらに参加国以外

の国や民間企業、個人などのISS利用が進

むような仕組みを検討しているところです」

（NASDA広報部）。つまり、ISSを参加国

だけで独占するのではなく、すべての人が

利用可能な、オープンスペースにしようと

しているのだ。

とはいうものの、ISSはたった７人の乗組

員を乗せるだけでいっぱいになってしまう

小さな空間だ。いくら国境のないフリース

ペースだとはいっても、実際に搭乗できる

のは宇宙飛行士や大金を持った実業家と

いったごく限られた人間だけだ。しかし、

将来アニメ「機動戦士ガンダム」で描かれ

た「サイド3」のような大規模なスペースコ

ロニーが実現される時代が到来したとき、

そこには多様な文化を持った普通の人た

ちが多く移住してくるだろう。そのとき宇

国際宇宙ステーションの完成予想図。2006年完成予定で、アメリカ、日本、
カナダ、ヨーロッパ各国、ロシアが協力して計画を進め、利用していくこととな
る。人類にとって初めての「国境のない場所」としても注目されている。
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宙ステーションは本当に「国境のないフリ

ースペース」になれるのか。また、そこでは

どのような社会システムが形成されている

のだろうか。

ロサンゼルスは宇宙ステーションだ

「宇宙コロニーのような限られたスペー

スで、多人種、多民族が共存するには、す

べての人の個性をフラットにすればいいん

ですよ」というのは「NHK人間大学」で「宇

宙を空想してきた人々」という講義を開き、

多くの海外SF小説の翻訳でも知られる野

田昌弘氏だ。氏によれば「アメリカには潜

水艦や空母といった閉鎖された空間で、長

期にわたって多様な人種を共生させる軍

隊のシステムがある。もちろん、宇宙飛行

士の訓練にも、このシステムは導入されて

いるから、ISSのクルーの選別はそれを元

に行われている可能性も否定できない」と

のことだ。

もし、このシステムが未来の宇宙ステー

ションに適応されるとしたら、その世界は

１つの価値観に縛られた超管理社会にな

るということだろうか。この疑問に対して

野田氏は、「もちろん、ほかの社会システム

になる可能性もあります。ロサンゼルスと

いう町をみてください。小さな範囲に、多

くの人種や民族などの背景、文化をまった

く異にした人たちが住んでいる。しかし、

彼らは隣り合わせの文化の異なる人たち

とはお互いの文化を干渉しないように住

み分けをして、最低限のコミュニケーショ

ンだけを取っている。宇宙コロニーの生活

システムがこの形になれば、個性をフラッ

トにする必要もないでしょう」と回答して

くれた。

さらに氏によれば、おもしろいことに80

年代のSFは、個性をフラットにする管理社

会を未来の社会として描くことが多かった

が、ここ最近のSFはむしろ未来の社会と

して多様な人種が散在する世界を描くこと

が多くなっているとのことだ。SFが描く未

来は、現代社会の投影だと言われるが、そ

ういう意味では現在の社会が、１つの価値

観に縛られるのではなく多様な文化、個性

が共存する社会になりつつあるということ

ではないだろうか。

最後に米SFドラマの代表作『スタートレ

ック』シリーズの中で謳われている「宇宙

艦隊の誓い」を記しておこう。「宇宙艦隊は

いかなる状況においても他の惑星の文明、

文化、政治に不干渉を貫かねばならない

（最重要原則）」。

国境のない世界「宇宙ステーション」が

さらに発展し、そこに「宇宙艦隊の誓い」

のようなマインドを持った人たちが集まれ

ば、宇宙での暮らしも快適で楽しいものに

なるのかもしれない。

国際宇宙ステーションに集合した第1次搭乗員たち。現在は宇宙飛行
士など限られた人が搭乗するだけだが、今後は多様な国籍の個人にも
開放する予定だ。
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戦うフィールドは分散し始めている

「PCの普及率に比べてPCゲーム市場は

非常に小さい。これは多くの人にとってPC

ゲームが遊びにくい、つまり操作性が悪い

からではないか。こうした中で家庭用テレ

ビゲーム並みの操作性を持ったネットワー

クRPG（ロールプレイングゲーム）が発売さ

れることは、PCゲームの敷居を下げ、市場

活性化の面でも意義がある」

“ウィンドウズで動く国産ネットワーク

RPGを発売する意義はあるか”という問い

に対して、セガ・ソニックチーム代表の中裕

司はこのように回答した。11月23日から3

日間、ネットゲーセン「ネッカ秋葉原店」で

行われたウィンドウズ版「ファンタシースタ

ーオンライン」（PSO）公開ベータ版テスト

会場でのことだ。

中は、2000年にドリームキャスト（DC）で

発売され、日本初の本格ネットワークRPG

として内外で計15の賞に輝いた「PSO」の

開発責任者である。DC版は操作性の良さ

とゲームの遊びやすさや快適さがヒットの

一因となっていたが、今回発表されたウィ

ンドウズ版もその操作性を踏襲している。

中が「PSO」の中で実現している、“家庭

用テレビゲーム並みの操作性”（これを「ゲ

text : 小野憲史
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ームニクス」と呼ぶ開発者もいる）は、コン

シューマーゲーム機（家庭用ゲーム機）で

世界を席巻した日本ゲーム業界のお家芸

だ。アメリカ産のネットワークゲームという

“遊び”に、日本ゲームの操作性という異な

る文化的要素が加わることで、「PSO」のよ

うな優れたゲームが生まれている。これは

興味深い現象とはいえないだろうか。

日本のゲームが、コンシューマーゲーム

機の上で操作性を進化させていた一方で、

欧米のゲームは遊びにくさの改善よりも未

知なるフィールドに乗り出すことを選び、い

ち早くインターネットに対応していった。草

分けはUNIX上でネットワーク対戦が可能

な点が画期的だった93年発売の「DOOM」

あたりだろうか。その後96年末にネットワ

ークRPGの古典「ディアブロ」がデビュー

を飾る。そして97年の「ウルティマオンラ

イン」、99年の「エバークエスト」でPCゲー

ム市場は欧米産ネットワークゲーム一色と

なった。

しかし最近、欧米中心の形を崩してアジ

アを開発のベースとしたネットワークゲー

ムが登場し始めているのは注目に値する

現象だ。アジアでのゲームコンテンツ開発

にくわしい名古屋大学大学院の中村彰憲

によると、アジアにはインドを中心とした印

僑と、中国から東南アジアを網羅する華僑

の２大開発グループがあり、ハリウッドや日

本のゲームメーカーから、CGムービーなど

の分野の製作を受注しているという。その

中でアジア発のゲームや映像作品も生ま

れてきたのだが、これはCG、ゲームなどの

エンターテインメント分野が、欧米中心から

アジア各国へ分散しつつあることを示して

いる。

このうちネットワークゲーム開発で先行

しているのは韓国だ。この地では累計加入

者数が1000万人を越えるゲームが数本出

現しており、欧米のレベルを超える勢いに

なっている。こうした韓国産のゲームが

2001年から日本に上陸しているが、先鞭を

つけたのは韓国ゲームベンチャー社が開

発した「ポトリス」だ。国内ではバンダイと

合弁で設立したバンダイゲームベンチャー

社がサービスを展開している。

バンダイで「ポトリス」を推進する戦略開

発室の島田浩志は「日本のネットワークゲ

ームは韓国に比べてサーバー構築や運営

ノウハウで数年遅れている。一方でコンテ

ンツ企画力には日本に一日の長があり、今

後は日韓での共同開発も考えている」と日

韓国で延べ1000万人がプレイしたという怪物ネットワークゲーム「ポトリス」。現地では、かわいいキャラが好評で、女性のゲーム参加者の割合が高
い。また、キャラの魅力に目をつけてか、マーチャンダイジングビジネスのノウハウを持つバンダイが日本での展開を担当しているのもおもしろい。

大ヒットシリーズ「ファイナルファンタジー」もつ
いにオンライン化。「ウルティマオンライン」や
「エバークエスト」がつくったPCゲームの流れ
が、コンシューマーのビッグタイトルにも影響し
た形だ。

ソニックチーム代表の中裕司が手がけるネッ
トワークゲーム「ファンタシースターオンライ
ン」。ドリームキャスト版、ウィンドウズ版だけ
でなく、ゲームキューブ版、Xbox版も登場す
る予定。

©2001 SQUARE CO.,LTD. ALL RIGHTS RESERVED.
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キャラがフィールドを飛び出しウィルスと戦うことだってある

現在プレイステーション2版がヒット中の「シ
ーマン」。今後、P2Pゲームを目指してさらなる
進化を遂げると、「シーマン」の生みの親であ
る斉藤は断言する。

さらに、今後メーカーが提供するものがよ

りツールに近いプログラムになり、それを

使ってユーザーがゲームを創りP2Pで相互

交流し影響を与えあうこと自体がゲームと

なる――というのはうがちすぎだとしても、

斎藤の作品にはこの世界の兆候が見え隠

れしている。

「個々のユーザーが育てた『シーマン』

が、飼い主のエージェント（代理人）として

ユーザー間を巡り、人間関係を加速させ

る」、これが2001年にウィンドウズ版でイン

ターネット対応となり、現在も改良が続け

られている「SEAMAIL」のコンセプトだ。

「SEAMAIL」のコンセプトにあるように、

ユーザーが育てた（開発した）プログラム

がゲーム世界など固有の場を離れ、DNS

サーバーやクライアントPCを自由にP2Pで

行き交う世界、またはそうした遊びは、ネ

ットワーク技術の限界から現状では実現が

難しい。しかし、こうした世界を一足先に

小説の中で実現させた男がいる。「The

S.O.U.P.」の著者、川端裕人だ。

小説の主題は「現実とゲームなどの仮想

世界は断絶しているように見えるが、実は

地続きの世界。現実社会の問題がサイバー

テロなどで仮想世界に影響を与えるなら、

仮想の側から現実社会に影響を与えるこ

とも可能では」というものだ。ごくわかりや

すく言えば、ゲームのキャラクターがゲー

ムの世界を飛び出し、現実世界の問題で

あるコンピュータウイルスと戦うという例も

挙げることができる。

この小説の世界が実現したとき、本当に

ゲームはゲームと呼べる形を保っているの

だろうか。ネットワークとゲームが現在より

もさらに関係を深めていけば、結果は近い

将来判明するだろう。

韓のネットワークを使って「ポトリス」を発

展させると強調する。

印僑・華僑ネットワークによるコンテンツ

開発や、日韓ネットワークで進化する「ポト

リス」。さらに日本の得意技である「ゲーム

ニクス」がネットワークゲームに適用されて

いく現象。これらをみれば欧米中心だった

ネットワークゲームの世界は、現在急速に

アジアに分散していることがわかるだろう。

ゲームはゲームの殻を突き破りつつある

では、ネットワークゲームが地域分散し

た先では、どのようなゲームが開発されて

いるのだろうか。すでにその先を見据え

た動きも現れつつある。「タワー」で一世を

風靡し、最近では「シーマン」の開発者と

して著名なビバリウム代表の斎藤由多加

によると、「インターネットはアメリカ発の技

術だが、現在日本は携帯電話やブラウザー

フォンで世界に注目され、アメリカ産のネッ

トワーク技術に影響を与えている。このよ

うに各地の得意分野が影響し合い、新しい

ものを生むというのは文化の面でも重要

なことだ。だから問題は、ただ技術的なネ

ットワークをつなぐことではなく、その上で

文化として何を表現するかということ。イ

ンターネットはユーザーが自ら創造性を発

露し、影響しあうチャンスクリエイションの

場として認識されるべきだし、そうなりつ

つある」と述べ、ネットワーク技術の普及が

多くのハイアマチュアゲーム開発者をイン

ターネット上に排出していると言う。

誰もいなくても勝手に流れる映画や音

楽と違い、もともとゲームは人が実際にプ

レイして初めて完成するメディアであり、

“ゲームを創る”という意味において開発

者とユーザーの役割は近いところにある。
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米サイビコ社が２００１年に発売した
ネットワーク玩具。無線P２Pでゲ
ームやチャットを共有することがで
きる。現在は処理速度を向上させ
たバージョンアップ版が発売中。

cybikoxtreme.com

「サイビコ」
（日本語版発売未定）

台湾のソフトメーカー、InterServ
International開発のネットワーク
RPG。仮想世界での体験を楽しむ
「ウルティマオンライン」型のゲー
ムで、東洋風の世界観が特徴的。

web2.isolog.com.tw

「笑傲江湖@網路版」
（日本語版発売未定）

「ドラクエ」のエニックスによるネッ
トワークRPG。プレイヤーは「リス
ト島」の冒険者となって、ほかのプ
レイヤーと冒険の旅に出る。国産
RPGらしくコマンド選択型の戦闘
が特徴。

saru.enix.co.jp/depthfantasia/

「ディプスファンタジア」
（8,800円／エニックス）

韓国ナンバーワン人気のフラッシ
ュアニメキャラクター。可愛いキャ
ラクターに韓国特有のエスプリが
ブレンドされている点が特徴。タカ
ラがライセンス権を取得し2002年
から国内でも商品化。

www.mashimaro.co.kr

「マシマロ」
（2002年、雑貨を商品化／タカラ）

メールを餌にPCのデスクトップ上
でシーマンを飼育する次世代エー
ジェントソフトシーマンが、相手へ
のメッセージ伝達や返答をして、人
間関係の潤滑油となってくれる。

www.seamail.tv

「SEAMAIL」
（開発中／ビバリウム）

「ポトリス」上陸まで日本のゲーマ
ーにも人気だった、韓国の無料ゲ
ームポータルサイト。対戦型テトリ
スなど古典的なゲームばかりだが、
それだけにゲームが熱い。

www.hangame.co.jp

「ハンゲーム」
（無料／ハンゲームジャパン）

「機動警察パトレイバー」「甲殻機
動隊」などの作品でデジタル映像
の旗手として知られる押井守の実
写作品。「アヴァロン」と呼ばれる
ネットワークゲームを舞台に、女戦
士アッシュの戦いが続く。

「アヴァロン」
（4,800円／バンダイヴィジュアル）

インターネットのあらゆる規制に反
対するクラッカー集団「EGG」。か
つてネットワークRPG「S.O.U.P.」
を開発した主人公は、「S.O.U.P.」
の中と外で同時進行する事件に
巻き込まれていく。

「The S.O.U.P.」
（1,800円／川端裕人、角川書店）

ネットワークゲームを知るための8つのアイテム
現在、さまざまな方向に進化しているネットワークゲーム。どこに向かうかを知るためには以下に挙げる8つのアイテムをチェックするこ
とが必要になってくる。これがネットワークゲームの最前線だ。
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（左）アイヌ民族資料館の展示。（右上）
手袋「テクンペ」と鉢巻「マタンプシ」。
（右下）女性が盛装する際に付ける玉
の首飾り「タマサイ」。

text : 砂田伊知郎
photo : Tanabe Satoshi

keep tradition of the nation
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 +GLOBAL[SOCIETY]

f o c u s  o n R E G I O N A L

U N I Q U E

P E A C E

北海道平取町二風谷（にぶたに）は新千

歳空港から襟裳岬方向へ車で1時間のとこ

ろに位置する人口7000人ほどの山間の町

だ。二風谷にはアイヌが1か所で暮らす場

所としては北海道で最大の集落がある。

町の中心をアイヌの聖地もある沙流川（さ

るがわ）が流れ、冬は雪が少なく、広葉樹

と針葉樹が混在する気候のよい場所だ。

この自然豊かな二風谷にアイヌの誇りとと

もに萱野茂氏は暮らしてきた。

アイヌの資産がなくなることへの憤り

萱野氏は大正15年に二風谷に生まれ

た。昭和27年から足掛け50年に渡りアイ

ヌ文化にかかわる道具や資料を収集して

いる。収集品は萱野氏が懸命に働いてお

金を作っては買い集めたものだ。北海道や

平取町などからの補助はない。「小学校卒

業後から山仕事をしていたが、家に帰るた

びにアイヌの貴重な資産が消えていった。

昭和27年に二風谷へ帰ってきたところ、父

親が大事にしていたものまでなくなってい

たので、これは大変だと思った」と萱野氏

は言う。アイヌ文化遺産の8割から9割は学

者によって持ち出された。「村に入る時は

考古学者、民俗学者という顔をして、村を

出るときは骨董屋の顔になる」とは萱野氏

の言葉だ。

収集した道具や資料をもとに、昭和47年

に資料館を開設した。平成4年には平取町

の博物館が建設され、展示品の多くが萱野

氏から提供されている。これまでに萱野氏

が集めた収集品は1万点近くにのぼる。「博

物館を作ろうという気はなかった。人に持

っていかれるくらいならと思って集めた」。

萱野氏は今もアイヌの道具や資料の購入を

続けている。

言葉を失ってはならない

萱野氏は平成6年より平成10年まで国会

議員を務めた経験がある。「アイヌは自分1

人だから、どうすれば存在をアピールでき

るか考え、アイヌ語で国会の委員会質問を

した」と話す。委員会ではアイヌ語を自分で

話して自分で翻訳した。特例だが、アイヌ

語での国会質問は画期的なものだった。

アイヌ語による国会での質問に限らず、

萱野氏はアイヌの言葉の保存にも力を入れ

てきた。昭和36年からアイヌの言葉や民話

の録音を始め、現在では700時間以上のテ

ープに記録されている。「アイヌ語を喋る

人は多い。喋れなくとも意味がわかる人は

たくさんいる」。お年寄りを取材する際に

は日当を払って若い数人のアイヌ人を同行

させた。同行した人たちが現在ではアイ

ヌ語の立派な後継者となっている。萱野

氏が二風谷で主催するアイヌ語教室には多

数の大人と子供が通っている。札幌のラ

ジオ局や二風谷のミニFM局でもアイヌ語

講座を放送しており、道外でもインターネ

ットを通じて学ぶことが可能だ。少なくと

もアイヌの文化の根源である言葉だけは残

してほしいというのが若いアイヌに対する

萱野氏の願いだ。

アイヌは自分たちの文化を残す気がない

北海道でのアイヌの歴史は差別の歴史で

もある。結婚や就職など、さまざまな差別

が現存する。一例だが、北海道では年間

約5千万匹の鮭が獲れる。だがアイヌが獲

ることを許されているのは年間25匹だけ

だ。アイヌ語で鮭のことを“しえぺ”と呼ぶ。

“し”は本当に、“え”は食べる、“ぺ”はも

の、という意味だ。つまりアイヌにとって鮭

は主食だということ。「世界中を見回して、

侵略者から主食を奪われた民族は聞いた

ことがない」とアイヌが受けた行為の理不

尽さを訴える。

その一方、萱野さんは自分たちアイヌ人

に対しても「アイヌ人は自分たちの文化を自

分たちで残すということに関心がない」と批

判する。萱野氏はアイヌ文化のコレクション

を長年自分1人で収集してきた。その間、

ほかのアイヌからの助けはなかったという。

萱野氏はアイヌ関係の書籍の執筆も多く

手がけている。日本語だけでなく海外で出

版され、世界中から訪問者も来て、他の少

数民族と交流もしている。今では二風谷

を訪れた人がインターネット上の掲示板に

投稿し、資料館の情報が掲載されるように

なった。「インターネットはよくわからない

が、自分でやらなくても誰かが紹介してく

れる」。情報の発信方法も変わってきた。

「こちらから外に出るつもりはない。
それでも50年も続けていると人はやってくる」

STVラジオ
www.stv.ne.jp/radio/ainugo/

FMピパウシ
www.aa.alpha-net.ne.jp/skayano/enu.html
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グローバルはあたりまえのこと

最近「グローバル」という言葉をよく聞く

が、NGO活動では以前からあたりまえのこ

とだった。行動を起こしたい人が政府や国

境など利害に関係なく支援を必要とする

人に対して援助活動を行っている。

NGO（ Non Governmental Organiza-

tion）は、国際的に活動する団体の中で各

国政府や国際機関に属さない自発的機関

のことをさし、国際機関や政府機関と区別

する。難民支援などの現場で実際に難民

キャンプを設営したり、食料や水などを配

布したりするのもNGOが手分けして行う。

欧米のNGOには国をまたぐ巨大組織が多

く、年間予算も数百億円に上るところが珍

しくない。こうした団体で活動するのはほ

とんどボランティアである。インターネット

という道具によってNGOの活動内容も変

化している。

BHNテレコム支援協議会は、すべての

人が容易に電話にアクセスできるようにす

べきだというミッシングリンクの精神をNGO

N G O s ' c h a l l e n g e  f o r  l o v e  

text : 篠原浩一郎（BHNテレコム支援協議会）

モノではなく“気持ち”が人と人を結ぶ

NGOが未来に架ける橋

チェルノブイリ原発事故被災児童の検診
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として実現しようと、日本の電気通信関係

者の呼びかけにより1992年に設立された

特定非営利活動法人である。個人会員750

人、法人会員84社で構成され、ミャンマー、

ラオスなど十数か国で電波や電話などの

電気通信を活用したさまざまな人道支援

を行っている。今後はインターネットを活

用した支援に、より大きく力を割く予定だ。

たとえば、いまだに1960年発行の教科書

を使っているカザフスタンの医科大学にイ

ンターネットラボを作る、電話網が貧弱な

バングラデシュにインターネット用の無線

LAN網を設置する、アフガニスタンの小学

校にインターネットラボを作って子供たち

に親しんでもらうなどである。

アフガニスタンの難民支援は急務

UNHCR（国連難民高等弁務官事務所）

によると世界の難民2200万人のうち最大

は400万人のアフガニスタンである。また

飢饉のために居住地を離れた国内難民が

80万人いると推定されていた。ただし、こ

れは米国による爆撃が始まる前の数字で

ある。国外難民の半数がパキスタンに、残

りがイランにおり、各国のNGOが食料、衛

生、医療にいたるまでの世話をしている。

問題は国内難民だ。この冬を越すことは

困難と言われているが、爆撃と混乱で援

助の手が届かない。NGOは危険と隣り合

わせになりながらも援助の準備をしてお

り、まもなく援助活動が始まる見通しであ

る。BHNは難民キャンプでの電話のサー

ビス、支援に向かうNGOたちの通信確保

を担当する活動を計画している。

モノではなく心がうれしい

ラオスの首都ビエンチヤンから車で5時

間のパカディン村の中心にある診療所には

電気も電話もない。小児麻痺のポリオなど

伝染病のワクチンを配布するにも一定の温

度に保つための冷蔵庫がない。ワクチン到

着後ただちに子供たちに接種しなければ

ならないが、その連絡さえ取れない。こう

した背景もあってラオスでは幼児の5歳ま

での死亡率が100人に12人と高い。1998

年、BHNはこれら全国89か所の病院に無

N G O s ' c h a l l e n g e  f o r  l o v e

線送受信機を設置することにした。年の半

分は雨季、川には橋も掛かっていないとい

う悪路に苦闘しながらもようやく2002年5

月には設置を完了し、次はカンボジアに拠

点を移す。

サムトーという村ではコレラが流行して、

1日で7人が死亡したが無線の連絡で県病

院からワクチンを持った医師たちが駆けつ

け、被害を最小に抑えることができたとい

うこともあった。文化や慣習の違いから、

電話や無線の技術を現地人に伝授するこ

とは難しいなどの問題は山積みではある

が、今後も途上国における人的貢献はま

すます必要とされている。

最後にNGOとグローバルの本質に迫る

話をしたい。われわれが支援先を訪れる

と人々は心からの笑顔でむかえてくれる。

彼らの感謝は、“モノ”をくれることに対し

てではなく、わざわざ自分たちのために遠

方から来てくれるスタッフの“気持ち”に対

してなのだ。たとえ物質が豊かでなくても

日本人が失った心と心の結びつきがここ

にはある。

ラオス診療所の開通テスト

ラオス診療所のアンテナ設置工事

新しい電話を使うヤンゴン病院の看護婦

ミャンマーの子供たち
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インターネットにより世界の距離は縮ま

っているが、一方では地理的あるいは経済

的な条件のためにネットワークに参加でき

ない人も存在している。こうしたいわゆるネ

ットワークデバイドの問題について、アジア

を中心とした国際組織で活躍する後藤滋樹

氏と小西和憲氏の2人に語ってもらった。

後藤：以前はネットワークに接続されてい

ない国も多かったのですが、現状ではだ

いたいどの国に行ってもインターネットに接

続できる環境は整っています。しかし、そ

れは私が国際会議などでその国の大都市

に行くからであって、都市と地方には依然

としてネットワーク接続環境という点では

格差があるのではないかと思います。

小西：日本ではさすがに電話の通じない地

域はまずありませんが、国によっては電話

網だけでなく電力網も整備されていない

場合もあるわけですから、その部分はなか

なか難しい問題だとは思います。

後藤：ADSL大国となった韓国でも、実際

に普及しているのはソウル近辺に偏ってい

ると聞きますし、地域間の格差はどの国で

も難しい問題です。これは経済原理で動

いている通信事業者には対処できないで

すから、各国の政府が補助するなどして対

応しなければならないでしょう。

小西：逆に、国際間のインフラはあまり問題

ではなくなってきています。以前は日本で

も国際回線がボトルネックになっていたの

ですが、太平洋間にファイバーが何本も引

かれたことで、価格的にも容量的にも国際

回線は問題ではなくなったわけです。これ

は他の国でも同様です。

後藤：ただ、国内の都市と地域のデバイド

という問題については、それほど心配はし

なくてもいいのではないかとも思っていま

す。いまはどこの国でもインターネットが重

要な政策課題であるということ点では一致

しているわけです。そうした意味では、国

内にネットワークデバイドがあるのはよろ

しくないわけですから、いずれは各国が政

策として地域格差を埋めていくことになる

のではないでしょうか。

小西：国土が広大な国ほど、インターネット

というインフラは利益がありますからね。

後藤：インフラの整備は時間はかかるでし

ょうが、いずれは解決されるとは思います。

逆に、そうしたインフラの問題が解決した

後に問題になるのは、言葉の壁ではない

でしょうか。その意味ではむしろ日本が一

番心配です。日本は情報も人材も揃ってい

る恵まれた環境であるために、かえって外

国語をマスターしなくても済んでしまう状

況があるわけです。これはむしろ珍しい例

KDDI研究所主席研究員 
1969年国際電信電話㈱に入社。1983年よりJUNET

の国際ゲートウェイを運用管理。1996年よりアジア太

平洋先端ネットワーク（APAN）の設立に参加、NOCデ

ィレクターを務める。 

 

早稲田大学理工学部教授 
1973年電電公社武蔵野研究所入所。1980年代後半

よりソフトウェア研究所所長としてインターネットの研究

を進める。1996年より現職。JPNIC副理事長。 

 

C o n q u e s t i n g  N e t w o r k  D i v i d e

（対 談）

インフラ整備の後に残る「教育」と「心構え」

ネットワークデバイド解決への道
text : 三柳英樹（編集部）/ photo : Nakamura Tohru (mermaid)
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で、他の国ではたいがい第2外国語、ほと

んどの場合は英語が必要になるわけです。

ネットワークの大きな力はコミュニケーショ

ンの広がりですから、言葉の壁は日本にと

ってこれから大きな問題となるでしょう。

小西：最近のアジアの国際会議では、中国

語も重要になってきました。中国語圏の大

きさは無視できません。地理的に言っても、

これからの日本人は英語と中国語が話せ

ないといけなくなるかもしれませんね。

後藤：その意味でも、今後は広い意味での

教育と、世界に目を向けようという心構え

が必要になるはずです。教育という点で

は、これからは日本人が日本の知恵を伝承

するだけでなく、韓国や中国の知恵を学ん

でもいいわけです。そのためにこそ、イン

ターネットというインフラがもっと使われる

ようにならなければいけないでしょう。

小西：たとえば、韓国はテレビをそのまま

インターネットに流していますが、そういう

文化もどんどん流れるようになると、さらに

いい教材になるでしょうね。

後藤：その意味では速度も問題です。

64kbps程度でどうにかつながる程度では、

やはり難しいわけですから。これからの人

材をどう育てるのか、そうした観点からも

インフラを整備しない国は、今後は厳しい

状況になるのではないでしょうか。
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国名 ccTLD ホスト数 ホスト数
（2001年7月） （2001年1月）

日本 jp 5,887,096 4,640,863
オーストラリア au 1,865,350 1,615,939
台湾 tw 1,280,032 1,095,718
ニュージーランド nz 391,136 345,107
韓国 kr 367,466 397,809
香港 hk 306,067 228,979
シンガポール sg 182,639 175,799
中国 cn 85,295 70,391
マレーシア my 76,198 68,248
タイ th 70,503 63,447
インド in 57,628 35,810
インドネシア id 41,507 26,727
フィリピン ph 17,367 19,448
ニウエ nu 14,575 13,434
トンガ to 14,373 5,333

アジア太平洋地域のホストコンピュータ数（上位15か国）

2000年に新たに割り当てられたアジア各国のIPアドレス

出所：Network Wizard社の資料を元に作成　 www.nw.com
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世界レベルで深刻な標準化のゆくえ

「デジタルデバイド」、つまり情報技術の

発展がもたらす格差の問題は、放置すれ

ば世界全体の繁栄と安定を損なう可能性

が高く、いまやグローバル化が進む国際社

会全体で取り組むべき重要課題と言える

だろう。

2000年7月のG8沖縄サミットで、先進国

の首脳たちはこの問題に積極的に取り組

むと宣言し、これを受けて政府、企業、

N P O の三者が構成する D i g i t a l

Opportunity Task Force（ドットフォー

ス）が設置された。ドットフォースには、先

進8か国だけでなくインド、インドネシア、ブ

ラジル、南アフリカなどの途上国も参加し

た。政府、民間企業代表に加えてNPO（非

営利団体）が対等のメンバーとして招かれ、

日本では国際大学GLOCOMもNPOとし

て活動に参加してきた。

ドットフォースは、「ジェノア行動計画」

（GPA）をまとめ、2001年7月のジェノアサ

ミットに報告し、承認された。これは「途

上国の国家e戦略の策定支援」「通信のア

クセスの拡大、費用引き下げ」「人材開発」

など９項目から成るが、GLOCOMは特に

「インターネット、ICTが提起する新しい国

際標準や技術問題への途上国の参加」と

「現地語でのコンテンツ、アプリケーション

開発」の重要性を訴え、採択された。前者

はICANNなどインターネットのガバナンス

関係の活動に途上国の参加があまりにも

少ないことに触発された提案だった。後

者はカンボジアのクメール文字をISOが標

準化したものの、カンボジア政府の意見は

まったく入れずに決定し、カンボジア人に

とって深刻な問題となりつつあることを踏

まえたものだ。

途上国を無視した欧米主導の標準化

実はいまこの原稿はプノンペンで書いて

いる。というのは、GLOCOMとしてドット

フォースの活動に参加するにあたって、こ

のクメール文字問題をケーススタディーと

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 (%)

カンボジア 

インド 

インドネシア 

南アフリカ 

シンガポール 

アメリカ 

日本 

韓国 

スウェーデン 

出所：ITU資料より 
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text : 会津 泉

インターネット普及率に見る地域格差の広がり
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して調査、提案することが認められたから

である。

クメール語では、文字の下部に付く記号

（サブスクリプト）は、単なる「付属品」では

なくそれ自体に意味がある重要な独立し

た機能を持つ。ところがISOが決定した案

はこのサブスクリプトの重要性を無視した

もので、結果として不自然で効率が悪く、

たとえばソートやスペルチェックなども合

理的に実現しにくい。

この問題に挑戦したのが東京大学で国

際政治を専攻する原田至郎助教授で、カ

ンボジア側の専門家やカンボジアで初の

プロバイダーを立ち上げたパイオニア、ド

イツ人のノーバート・クライン氏らと協力

し、より自然なクメール語のコード体系を

ボランティアで考案し、より容易な入力シ

ステムとセットで開発した。

しかし、カンボジア人の多くが支持する

この体系は、いったん決定した国際標準

は後から変更はできないというISOの原則

に反するとして、実質的には一考もされて

いない。カンボジア政府はISOに正式の抗

議文書を送った。「eASEANタスクフォー

ス」もISOに見直しを求めたが、返事も来

ていない。

これらの決定はいずれも欧米人主導で

進み、「植民地主義」ではないかとの感情

的な反発も起きているが、それだけでは

事態は前進しない。ISOの国際標準はそ

のままユニコードに取り入れられ、マイク

ロソフト社が最新版のウィンドウズに実装

する。しかし、同社の担当者は抗議を受け

て実装作業を中断した。実装が遅れれば

遅れるほど、異なる体系が乱立している

カンボジアの負担は重くなる。そうかとい

って不完全な標準を受け入れれば、長期

的にはカンボジアの文化が損なわれ、実

害もある。

アジア途上国のフォント標準化について

は、これまで日本から経済産業省系の国際

情報化協力センター（CICC）が熱心に支援

してきたが十分とは言えない。原田氏や

クライン氏ら民間ボランティアとの協調が

必要だろう。政府高官も、このジレンマに

有効な解決が見えていない。貧しい小国

が国際会議に参加して問題を訴えること

は、費用だけでも不可能に近いのが実態

なのである。

なにしろ、プノンペン大学がインターネッ

ト接続をしたくても、毎月1万円弱の回線

費用が捻出できないという。ちなみに教員

の給与は5千円前後だ。

ハンディキャップの増大と期待

この問題は、単に人口１千万人の貧しい

小国カンボジアだけの問題ではないこと

がわかってきた。アジアではモンゴル、ラ

オス、ミャンマー、ネパール、ブータンなど

にも共通し、さらにアフリカや太平洋諸国

も含め、自分たちの文化をコンピュータの

世界標準に正しく反映できず、結果として

大きな負担を課せられる可能性がある。

単に文字コード体系だけの問題ではない。

ウェブ上の文字の扱い、ドメインネームの

国際化、携帯電話の標準化、Javaなど開

発言語上の2バイト文字の扱いなど、間口

も奥行きも深い問題だ。インターネットに

よって世界中が容易につながるようになっ

たことで、国際的に互換性のないシステム

がもたらすハンディキャップはかえって増

大しているのだ。

途上国開発の支援政策は、工業社会型

の経済を優先した従来型のアプローチか

ら、情報社会における知的可能性、文化

や価値観の多様性を十分理解したものへ

と大胆な見直しが必要ではというのがわ

れわれの仮説である。

「デジタルデバイド」とは、単に経済上の

格差の問題に限らず、その背後の文化や

社会的な格差にまで目を向ける必要があ

る。逆に経済的に貧しくても、インターネ

ットを活用して知的分野で十分に活躍でき

る可能性もあり、格差を縮める原動力に

も成り得る。そこに多くの期待がかけられ

ているのである。

〔上〕イタリアの古都シエナで開かれたドットフォース会合
（2001年4月）。〔中〕プノンペンでクメール文字の標準化
問題を話し合ったメンバー。〔下〕カンボジア郵政省の本
部。通信も運用している。

ドットフォース
www.dotforce.org

デジタル・オポチュニティー・フォーラム
www.glocom.ac.jp/dotforce/
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コミュニケーションツール

サン・マイクロシステムズ チーフリサーチャー

text : 河内純也（編集部）/ photo: Kaizuka Jun-ichi
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宇宙からの視線を手に入れた人類

「グローバルに関して特集を組むのな

ら、このソフトを見ておくといい。とてもお

もしろいものですよ」と言いながら、サン・

マイクロシステムズが掲げるコンピュータ哲

学の語り部としても有名なジョン・ゲージ氏

は、おもむろにカバンからラップトップのバ

イオを取り出した。

その液晶画面に写されているのは宇宙

から見た青い地球だ。「とりあえず東京の

中心地でもある皇居に行ってみましょう

か」。地球が映し出されたウィンドウの横に

並ぶ地名から、ゲージ氏が「皇居」をクリッ

クすると、まるで宇宙から飛び降りて行く

かのような感覚で地球が大きくなる。ユー

ラシア大陸、日本列島、東京。そしてとうと

う最後には皇居の屋根がはっきり見えるま

で、ウィンドウの画像は地球に近づいてい

たのだ。

さらに、今度は「これが僕の家です」と

言いながら「My house」をクリックする

と、ロケットで宇宙に飛び出す感覚で皇居

が、日本列島が小さくなって行き、私たちの

視線は宇宙に戻っていた。そして、再びカ

ルフォルニアのゲージ邸めがけて飛び降り

ていく。このソフトのパフォーマンスに見入

っていた取材クルーの横で、ゲージ氏は

「ほら、これってグローバルですよね」とま

るでおもちゃを自慢する子供のようにつぶ

やいていた。

ゲージ氏が自慢するこのソフトは「キー

ホール」というアメリカのベンチャー企業が

開発したもので、各地のサーバーに分散

している航空写真のデータに、リアルタイ

ムでアクセスしながら前述のようなパフォ

ーマンスを繰り広げる。

インターネット黎明期の70年代初頭、『ホ

ール・アース・カタログ』という書籍に掲載

された地球の写真を観ながら、カナダのメ

ディア哲学者マーシャル・マクルーハンは、

地球はメディアで覆われて、小さな村のよ

うになると宣言したが、ゲージ氏はその理

論の21世紀版を私たちに披露してくれた

のだろうか。

せめぎ合うグローバルとローカル

もちろんゲージ氏はこのようなソフトに

よって、地球村というグローバルが完成す

るなどといった安直な答えは用意してい

ない。むしろ、彼は地球村化が加速するこ

とを憂いてもいる。

「最近、英国の『ニューサイエンス』とい

う雑誌を読んだのですが、そこで予想され

ているのは2010年になると現在6000種類

ある言語が3000種類に集約されていくと

いうことでした。これは交通やメディアが

進化し、個人間の距離が近くなり世界が１

つになるというグローバルが生み出した弊

害であり、とても残念なことだと思ってい

ます」

しかし、反対にメディアが進化すること

で、存続の危機に立たされている少数原

語が大きなパワーを持ち始めているとも彼

は説明する。「メディアが進化し世界を覆

うようになったことで、少数言語がなくな

ってきている現実がある一方で、たとえば

二三百人といったグループが、少数言語

である自分の言葉で出版物を作り、それ

を世界に流通させ、その少数民族が地理

的に離れた者同士でもコミュニティーを作

ることができるという現実があるのです。

ですから、現在の地球上ではグローバリ

ゼーションとローカライゼーションという２

つの相反する動きがせめぎあっていること

になりますね」

さらに彼はグローバリゼーション、ロー

カライゼーション両方の武器になっている

メディアについて話を移していく。

新しい技術が産む新しい社会

「もちろん最初に生まれたメディアは声

です。人類は歴史の長い間、声に頼って

いましたが、それがついに6000年ほど前

に“書かれた言葉”、つまり文字に進化し

たことはご存じのとおりです。これにより

言葉というメディアは時間を超えることが

できるようになったのです。しばらくの間、

文字を読むことができた人というのはほん

ゲージ氏は世界中の航空写真にアクセスし、バーチャル
な地球をデスクトップに生み出す「earthviewer」に注目
している。

www.earthviewer.com
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のわずかでしたが、600年前くらいにヨー

ロッパでグーテンベルグによって印刷技術

が発明され、文字がほんのわずかな人の

特権的な技術ではなく、すべての人に開放

されましたね。さらに、100年前にはベルに

よって電話が発明され、声というメディアは

距離を超えることが可能になった。さらに、

録音技術が生まれ原初のメディアである声

は、文字に変換されることなく時間を超え

ることができるようになりました。印刷技術

が現れたとき、そして電話が現れたとき、私

たちの生活スタイルは変わりました。それ

により社会の形も変わっていくと私は思い

ます。そういう意味で、インターネットが一

般化したここ15年から20年の間に、社会

は大きく変わりつつあると思います。それ

が、グローバリゼーションとローカライゼー

ションのせめぎ合いにつながっているので

はないでしょうか」

そして、ゲージ氏は最後に、われわれの

社会が新しい技術で、次のステップに入っ

ていくと示唆してくれた。その新しい技術

とはどのようなものなのだろうか。

「プログラミング言語ですね。これまで人

をつなぐコミュニケーションメディアであっ

た言葉が、マシンの中に入り、マシンの動

きを変えてあげることができるようになっ

た。さらに新しいことは、マシン自身が、

インターネットなどを介してコミュニケーシ

ョンするようになり、マシン同士が出会っ

たときにまた新しいほかのものに変わる、

ということも起こっている。インターネット

とプログラミング言語という、１つのことを

変えたならそれをどんどん波及させて、ほ

かのものにも影響を与えて行くことができ

る新しい技術の誕生。この技術により、次

の社会の形が産まれるのではないでしょ

うか。それはグローバリゼーションとロー

カライゼーションのせめぎあい超えた先に

ある社会なのでしょうね」

この言葉を信じるならば、ゲージ氏の目

には、コンピュータネットワークが作り出す、

グローバリゼーションとローカライゼーショ

ンが対立しない近未来がはっきりと見えて

いるのだろう。

John Gage  [ジョン・ゲージ]
サン・マイクロシステムズのコンピュータ哲学をわかりやす

く語るスポークスマン的存在。米国政府のハイテク関連

諮問委員会のメンバーも務める。

コミュニケーションツールとプログラミング言語の歴史

●約10万年前　
人類の誕生。言葉の発明により人間同士でのコミュニケーションがより活性化する。

●約15000年～30000年前
アルタミラの洞窟で絵文字が使われる。

●紀元前3000年
シュメール人によって使われた楔形文字などの文字が発明される。これにより遠隔地や未来へ情報を正確に伝達するこ
とができるようになった。

●2世紀ごろ
中国で紙が発明される。

●1453年
グーテンベルクにより活版印刷が発明される。これにより、特権階級のものだった文字が、一般に広く開放される。

●1876年
ベルが電話を発明。声が距離を超えることを可能にする。

●1877年
エジソンが蓄音機を発明。声が時間を超えることを可能にする。

●1949年　
世界初のプログラム内蔵式コンピュータ「ENIAC」が登場。

●1954年
IBMがプログラム言語「FORTRAN」の開発を開始。

●1963年
ダートマス大学でプログラム言語「BASIC」が開発される。

●1967年
MITでプログラム言語「LOGO」開発。

●1969年
ベル研究所がUNIXを開発。
ARPANETが登場する。インターネットの始まり。

●1972年
ベル研究所がプログラム言語「C」を開発する。

●1980年
アメリカ合衆国でプログラムが著作権の対象となる。

●1982年
コンパクトディスク（CD）が登場する。

●1995年
情報家電や携帯端末のためのプログラミング言語「Java」をサン・マイクロシステムズが開発する。

●1997年
ISO、ANSIによって「C++」が標準化される。
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